
東
京
大
学
医
科
大
学
の
出
身
者
（
赤
門
派
閥
の
人
）
の
意
見
で
は
、
ド
イ
ツ
留
学
の
経
験
か
ら
、
粗
悪
な
私
立
医
学
校
を
全
廃
し
て
、
医
術

開
業
試
験
を
廃
し
、
官
立
の
医
学
校
の
充
実
を
計
る
べ
き
で
あ
る
と
の
趣
旨
が
強
く
要
請
さ
れ
た
（
医
育
の
統
一
論
）
。

（
４
）
（
５
）
（
６
）

や
が
て
こ
の
事
は
政
治
論
争
と
な
り
、
「
医
師
会
法
案
事
件
」
「
薬
律
改
正
問
題
」
、
更
に
「
専
門
学
校
令
」
の
発
布
と
な
っ
た
。
そ
れ
ら
は

（
７
）
す
す

済
生
学
舎
の
存
続
を
許
さ
な
い
厳
し
い
勅
令
と
し
て
、
長
谷
川
泰
を
苦
悩
せ
し
め
た
。
石
黒
忠
惠
の
勧
め
も
あ
り
、
長
谷
川
泰
は
済
生
学
舎

（
８
）

の
廃
校
宣
言
を
明
治
三
十
六
年
八
月
三
十
日
に
東
京
日
日
新
聞
等
紙
上
に
広
告
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
、

を
生
じ
て
来
た
。

（
１
）

済
生
学
舎
は
長
谷
川
泰
に
よ
り
創
立
さ
れ
た
私
立
医
学
校
で
あ
る
。

明
治
九
年
四
月
よ
り
明
治
三
十
六
年
八
月
末
日
迄
に
医
学
を
志
す
学
生
二
万
五
千
余
人
に
教
育
を
行
い
、
廃
校
時
に
は
九
千
余
人
の
医
師

を
世
に
送
っ
た
。
そ
の
中
に
は
野
口
英
世
・
吉
岡
弥
生
・
小
口
忠
太
、
浅
川
範
彦
・
須
藤
憲
三
等
、
多
く
の
医
学
者
が
含
ま
れ
て
い
た
。

（
２
）
（
３
）
ひ
ず

と
こ
ろ
が
、
明
治
三
十
年
頃
よ
り
長
谷
川
泰
が
経
営
す
る
済
生
学
舎
の
教
育
目
標
で
あ
る
「
西
洋
医
の
速
成
」
の
趣
旨
が
時
代
的
に
歪
み

は
じ
め
に

済
生
学
舎
廃
校
後
の
各
種
講
習
会

及
び
私
立
束
京
医
学
校
・
私
立
日
本
医
学
校

鰕
罐
雲
諏
蟠
社
嗜
藷
平
成
六
年
十
月
十
四
日
受
付

唐
沢
信
安
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（
Ⅲ
）

残
さ
れ
た
東
京
で
の
済
生
学
舎
の
在
校
生
等
、
幹
部
学
生
・
園
田
重
徳
、
鈴
木
寿
一
、
篠
田
穰
、
鳥
羽
廉
平
の
四
名
は
協
議
の
上
、
善
後

策
と
し
て
旧
講
師
を
歴
訪
し
、
講
習
会
を
開
く
よ
う
に
懇
請
し
た
。

げ
き
ぷ
ん

明
治
三
十
六
年
九
月
一
日
、
廃
校
宣
言
の
二
日
後
に
、
四
名
の
連
名
で
一
篇
の
傲
文
を
書
き
、
学
生
達
に
呼
び
か
け
た
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
。
●
●
●
●
ゆ

「
謹
み
て
旧
済
生
学
舎
生
徒
諸
君
に
次
ぐ
。

明
治
九
年
、
済
生
学
舎
の
創
立
せ
ら
れ
て
よ
り
二
十
有
八
年
、
其
の
間
数
千
人
の
医
師
を
養
成
し
、
社
会
の
要
求
に
応
じ
貢
献
し
て
来
た
。

政
府
は
今
回
医
学
教
育
の
完
全
を
求
め
て
専
門
学
校
令
を
発
布
し
た
。
（
一
部
略
）

共
ご
』
や

あ
あ

我
々
は
時
運
の
潮
流
に
棹
さ
し
て
奮
励
努
力
し
た
が
、
結
果
的
に
大
打
撃
を
受
け
て
、
済
生
学
舎
は
廃
校
と
な
っ
た
。
鳴
呼
何
た
る
痛
恨

学
生
達
は
長
谷
川
泰
の
政
治
力
を
信
頼
し
て
い
た
だ
け
に
、
そ
の
衝
撃
は
大
き
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
在
学
生
七
百
余
名
の
今
後
の
身
上
に

配
慮
を
欠
い
た
長
谷
川
泰
の
教
育
者
と
し
て
の
欠
陥
が
見
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
新
潟
県
在
住
の
済
生
学
舎
出
身
の
医
師
及
び
県
医
師
会
の
幹

部
に
招
か
れ
明
治
三
十
六
年
九
月
三
日
、
「
官
立
新
潟
医
学
専
門
学
校
設
立
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
新
潟
市
役
所
講
堂
で
熱
弁
を
振
る
っ
て

ぱ
い狽

す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

（
９
）
（
川
）

明
治
三
十
六
年
八
月
三
十
日
、
長
谷
川
泰
は
済
生
学
舎
廃
校
宣
言
を
新
聞
紙
上
に
掲
載
し
た
そ
の
日
、
墓
参
と
称
し
て
郷
里
長
岡
在
の
福

か
ん
ば
ら
み
つ
け

井
村
に
帰
っ
て
い
た
。
祖
先
の
墓
の
あ
る
新
潟
県
南
蒲
原
郡
見
附
町
の
禅
寺
・
勝
流
山
智
徳
寺
に
滞
在
し
て
い
た
。

し
ゆ
う
し
よ
う
ろ
う

東
京
で
は
夏
期
休
暇
が
終
り
、
上
京
し
て
来
た
済
生
学
舎
の
在
校
生
七
百
余
名
が
、
校
門
の
「
廃
校
宣
言
」
の
掲
示
に
仰
天
し
、
周
章
狼

い
る
こ
と
で
あ
る
、

へ
き
れ
き

後
に
残
さ
れ
た
七
百
余
名
の
学
生
と
二
十
五
名
の
旧
済
生
学
舎
講
師
は
青
天
の
騨
霊
と
驚
き
奔
走
し
た
。

以
後
の
学
生
や
旧
講
師
が
如
何
に
し
て
講
義
を
続
け
た
か
を
、
資
料
に
基
づ
い
て
調
査
し
た
の
で
報
告
す
る
。

一
・
同
窓
医
学
講
習
会
の
結
成
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師
の
救
済
実
行
に
対
す
る
内
諾
を
得
た
。

宜
し
く
勉
励
せ
ん
と
欲
す
る
学
生
は
、

御
同
感
の
士
は
、
主
唱
者
迄
、
名
前

ぞ
。
七
百
余
の
学
生
は
何
処
に
か
適
帰
せ
ん
。
（
一
部
略
）
東
京
慈
惠
医
院
医
学
校
、
愛
知
医
学
校
、
大
阪
及
び
京
都
医
学
校
、
熊
本
私
立
医

学
校
有
り
と
雌
も
、
悲
し
む
べ
し
、
其
の
規
模
小
に
し
て
到
底
吾
人
を
受
け
入
れ
る
立
場
に
な
い
。

こ
の
迷
え
る
七
百
余
の
生
徒
を
救
済
す
る
に
際
し
、
我
々
の
窮
状
を
訴
え
、
旧
講
師
の
門
を
叩
き
、
石
川
・
曲
淵
・
竹
崎
・
飯
盛
等
の
講

篠
田
穰
、
鳥
羽
廉
平

旧
済
生
学
舎
生
徒
各
位
」

こ
の
園
田
等
旧
済
生
学
舎
の
学
生
に
最
も
同
情
を
寄
せ
た
の
は
、
済
生
学
舎
外
科
学
・
生
理
学
講
師
・
石
川
清
忠
及
び
飯
盛
挺
造
・
竹
崎

（
Ⅱ
）

季
薫
・
曲
淵
景
章
の
四
名
で
あ
っ
た
。
長
谷
川
泰
の
側
近
の
一
人
で
あ
る
石
川
清
忠
の
済
生
学
舎
廃
校
直
後
の
談
話
で
は
、
「
今
度
の
廃
校
に

関
し
て
は
、
長
谷
川
校
長
よ
り
何
等
の
協
議
を
受
け
て
い
な
い
。
我
々
講
師
等
は
全
く
寝
耳
に
水
の
出
来
事
で
あ
る
。
長
谷
川
校
長
の
今
回

の
挙
動
は
何
と
も
評
し
様
が
な
い
。
た
だ
、
呆
れ
て
い
る
。

但
し
七
百
有
余
名
の
学
生
の
身
の
上
に
つ
い
て
同
情
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
こ
の
学
生
の
救
済
策
と
し

御
同
感
の
士
は
、
主
唱
者
迄
、

明
治
三
十
六
年
九
月
一
日

園
田
重
徳
、
鈴
木
寿
一

来
る
九
月
四
日
午
後
一
時
に
、
本
郷
春
木
町
の
中
央
会
堂
に
参
集
せ
よ
。

宿
所
・
前
記
又
は
後
期
学
生
を
記
載
し
て
御
通
知
あ
ら
ん
こ
と
を
切
に
希
望
す
る
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明
治
三
十
六
年
九
月
四
日
（
廃
校
吉

（
皿
）
（
⑱
）

策
を
協
議
し
左
の
方
針
を
決
定
し
た
。

加
せ
ず
、
個
人
で
無
報
酬
で
講
義
を
し
た
い
と
語
っ
て
い
る
。

一
、
校
舎
は
神
田
三
崎
町
一
丁
目
十
一
番
地
な
る
元
大
成
館
の
跡
を
借
り
受
け
、
毎
日
午
後
一
時
よ
り
講
習
を
為
す
こ
と
。
而
し
て
之

を
「
済
生
学
舎
同
窓
医
学
講
習
会
」
と
称
す
る
事
。

二
、
来
る
八
日
午
後
一
時
半
よ
り
入
学
申
込
を
受
理
し
、
九
日
又
は
十
日
よ
り
講
習
を
開
始
す
る
事
。

但
し
、
本
年
七
月
以
前
済
生
学
舎
に
入
学
し
、
在
学
証
を
所
持
せ
る
も
の
に
限
る
。

唯
一

||泰）（
吉
岡
弥
生
）

園,'蓋曼J
r－~画E

号

’
（
廃
校
宣
言
よ
り
五
日
後
）

､

ノ

治郎）

（
石
川
清
忠
）

私
立
墓
旱
医
学
校

私
立
日
本
医
学
枝

（
山
根
正
次
）

本
郷
区
春
木
町
中
央
会
堂
に
旧
済
生
学
舎
の
学
生
全
員
と
講
師
達
は
会
合
し
、
善
後

|両校合議の上合{珂
一一一一｡

｜
東
京
医
学
専
門
学
墓

F一・一一~~ーー＝一一~~~~一一一~可；

| 財 団 法 人 1
泊本医学専門学校11

P
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三
、
教
科
課
目
は
開
業
試
験
に
応
じ
得
る
の
範
囲
内
に
於
て
、
左
の
如
く
設
け
る
事
。

但
し
臨
床
講
義
に
要
す
る
施
療
患
者
は
、
講
師
中
に
病
院
を
設
け
て
い
る
高
田
耕
安
、
馬
嶋
永
徳
両
病
院
に
附
託
す
る
事
。

（
前
期
）
物
理
学
、
化
学
、
解
剖
学
、
生
理
学
、
諸
学
科
の
実
地
研
究
。

（
後
期
）
内
科
通
論
、
外
科
通
論
、
内
科
各
論
、
外
科
各
論
、
臨
床
講
義
。

右
の
決
議
に
基
づ
き
同
窓
医
学
講
習
会
主
唱
者
の
園
田
・
鳥
羽
の
両
名
は
翌
日
各
講
師
を
歴
訪
し
、
講
義
承
諾
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
即
時

許
諾
を
さ
れ
た
講
師
は
左
の
如
き
人
々
で
あ
っ
た
。
（
当
日
す
で
に
入
会
申
込
者
は
四
百
余
名
に
達
し
た
）

／、、
一こ つ

月|j

期
、/′

〈
後
期
〉

一
、
物
理
学

一
、
化
学

一
、
組
織
学

一
、
解
剖
学

一
、
生
理
学

一
、
病
理
総
論

一
、
外
科
総
論

一
、
外
科
各
論

（
臨
床
講
義
）

↑
石
川
清
忠

｛
須
藤
憲
三

竹曲飯
崎淵盛
季景挺
薫章造

桂 米
山

秀 彦
馬 郎

同塩
田
広
菫
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同
区
の
繁
栄
を
願
っ
て
商
店
主
等
有
志
は
、
同
窓
医
学
講
習
会
の
関
係
者
の
宅
を
訪
れ
、
本
郷
区
内
に
医
学
校
再
建
を
訴
え
た
。

他
方
九
月
六
日
本
郷
座
に
参
集
し
た
区
の
名
誉
職
者
・
実
業
会
・
公
民
会
・
旅
館
組
合
・
医
療
機
械
組
合
等
の
団
体
の
有
志
者
百
余
名
が

く
ん

協
議
し
て
、
「
専
門
学
校
令
に
適
す
る
医
学
校
の
設
立
を
期
す
る
こ
と
。
更
に
同
窓
医
学
講
習
所
の
便
を
計
り
、
本
郷
区
内
に
講
習
所
を
設
置

（
脇
）

す
る
事
。
有
志
団
体
は
熱
心
に
寄
付
金
を
集
め
右
の
専
門
学
校
設
立
を
援
助
す
る
事
」
等
を
申
し
合
せ
た
。

（
面
）
（
略
）

更
に
こ
の
運
動
と
関
連
し
て
、
医
学
専
門
学
校
設
立
案
に
は
、
佐
藤
進
（
順
天
堂
医
院
長
）
、
北
里
柴
三
郎
（
伝
染
病
研
究
所
長
）
、
浅
川
範
彦

（
済
生
学
舎
卒
業
生
・
医
学
博
士
・
伝
染
病
研
究
所
部
長
）
の
三
氏
の
援
助
の
申
出
が
あ
っ
た
。

そ
れ
等
に
加
え
て
、
済
生
学
舎
卒
業
生
の
会
「
済
生
医
会
」
の
人
々
百
七
十
五
名
の
賛
同
者
が
あ
っ
た
事
を
附
記
す
る
。

十
万
円
を
下
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
。

二
．
本
郷
区
住
民
の
専
門
学
校
設
立
運
動

（
Ｍ
）
（
旧
）

済
生
学
舎
廃
校
で
打
撃
を
受
け
た
の
は
七
百
余
名
の
学
生
達
で
あ
る
が
、
本
郷
区
内
の
書
店
、
下
宿
屋
、
質
屋
等
か
ら
豆
腐
店
、
野
菜
店

に
致
る
ま
で
学
生
相
手
の
商
店
の
人
々
は
直
接
利
益
に
打
撃
を
受
け
た
。
各
種
営
業
の
商
店
主
が
直
接
、
間
接
に
受
け
た
金
額
は
一
ヵ
年
五

一一一一

、 、 、 、 一
、
内
科
各
論

内
科
臨
床
講
義
高
田
耕
安

眼
科
学
水
尾
源
太

産
科
学
中
島
襄
吉

薬
物
学
石
川
清
忠

一
需
峠
癖
罐

水
尾
源
太
郎
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三
．
神
田
三
崎
町
時
代
の
同
窓
医
学
講
習
会

（
凹
頁
鋤
）

明
治
三
十
六
年
九
月
十
一
日
、
同
窓
医
学
講
習
会
は
、
神
田
三
崎
町
一
丁
目
の
大
成
学
館
の
跡
地
の
建
物
を
借
り
て
開
校
し
た
。

き
ょ
う
あ
い

校
舎
は
二
階
建
で
、
六
十
一
二
坪
の
敷
地
に
八
十
五
坪
の
建
物
と
い
う
、
極
め
て
狹
硲
な
校
舎
で
あ
っ
た
。
一
階
と
二
階
を
各
々
二
教
室
に

分
け
、
四
教
場
と
し
、
一
階
に
事
務
室
と
教
員
室
を
設
け
た
。

旧
済
生
学
舎
の
学
生
約
三
百
名
を
教
授
す
る
目
的
で
借
り
た
校
舎
で
あ
っ
た
が
、
五
百
余
名
の
学
生
が
参
集
し
た
。

講
師
は
前
記
の
如
く
、
石
川
・
飯
盛
・
竹
崎
・
曲
淵
の
四
名
の
他
、
何
れ
も
義
侠
心
を
以
て
学
生
の
救
済
を
快
諾
さ
れ
た
旧
済
生
学
舎
の

教
師
達
で
あ
っ
た
。
し
か
し
前
述
の
如
く
学
生
全
員
を
収
容
す
る
に
は
余
り
に
も
校
舎
が
狹
院
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
拡
張
す
る
た
め
の
土
地

も
な
く
、
門
前
に
車
馬
の
往
来
が
激
し
く
、
騒
音
に
悩
ま
さ
れ
た
。

右
の
よ
う
な
次
第
で
、
こ
の
三
崎
町
の
土
地
は
医
学
を
講
ず
る
に
は
余
り
に
も
不
適
当
な
教
室
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
早
急
に
移
転
す
べ
く
、

石
川
清
忠
等
四
名
の
講
師
は
本
郷
区
の
有
志
と
相
談
を
開
始
し
た
。

本
郷
区
の
有
志
は
、
同
窓
医
学
講
習
会
を
私
立
医
学
専
門
学
校
に
発
展
さ
せ
る
べ
く
、
移
転
先
を
色
々
物
色
し
た
。
そ
の
結
果
、
千
駄
木

（
略
）
さ
が

町
五
十
九
番
地
の
旧
東
京
女
学
校
の
校
舎
を
捜
し
当
て
た
。

ゆ
え

こ
の
建
物
は
当
年
五
月
新
築
落
成
し
た
が
、
故
あ
っ
て
開
校
に
至
ら
ず
、
売
却
の
話
が
出
て
い
た
。
校
舎
の
敷
地
二
千
二
百
坪
（
現
在
の
ｕ

本
医
科
大
学
校
舎
地
）
で
建
物
は
二
階
建
・
三
百
五
十
坪
を
有
し
、
周
囲
の
環
境
は
閑
静
で
、
近
く
に
根
津
神
社
が
あ
っ
た
。

石
川
清
忠
・
曲
淵
・
竹
崎
・
飯
盛
の
四
名
の
指
導
者
は
調
査
の
上
、
直
ち
に
譲
渡
の
交
渉
に
入
っ
た
。
し
か
し
複
雑
な
所
有
権
の
問
題
が

存
在
し
、
石
川
等
四
名
は
困
惑
し
た
。
再
び
本
郷
区
の
有
志
の
力
を
借
り
て
直
接
談
判
の
末
、
全
て
の
所
有
権
の
問
題
は
解
決
さ
れ
た
。

四
．
本
郷
区
千
駄
木
町
に
移
転
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そ
れ
が
し

は
か
こ
こ

某
等
自
ら
猯
ら
ず
髪
に
、
専
門
学
校
に
準
擴
せ
る
私
立
医
学
校
を
東
京
に
設
立
し
、
本
科
及
び
別
科
を
設
け
、
其
の
別
科
に
は
先
ず
済
生

学
舎
廃
止
の
不
幸
に
遭
遇
せ
る
学
生
を
収
容
し
て
学
術
の
速
成
を
期
す
。
（
以
下
一
部
分
省
略
）

そ
れ
が
し
ら

ざ
え
ん

謀
等
の
微
衷
を
翼
賛
し
、
左
に
掲
ぐ
る
概
要
に
照
ら
し
、
続
々
義
損
あ
ら
ん
こ
と
を
切
望
の
至
り
に
堪
え
ず
候
。

か
く
て
寄
附
金
は
一
人
金
五
円
以
上
を
明
治
三
十
六
年
十
二
月
二
十
三
日
ま
で
に
、
本
郷
区
春
木
町
三
丁
目
二
十
六
番
地
の
東
京
医
学
専

門
学
校
創
立
事
務
所
内
石
川
清
忠
宛
に
送
っ
て
ほ
し
い
と
広
告
し
た
。

し
か
し
、
募
金
の
方
は
、
本
郷
区
有
志
よ
り
三
万
円
の
計
画
が
七
千
余
円
に
止
ま
る
如
く
、
計
画
通
り
に
行
か
な
か
っ
た
。

開
始
し
た
。
賛
同
者
は
前
述
の
北
里
椛

名
と
、
十
二
名
の
講
師
達
で
あ
っ
た
。

移
転
時
は
土
地
・
建
物
全
て
借
物
で
あ
っ
た
。
か
く
て
、
明
治
三
十
六
年
十
二
月
二
十
日
、
同
窓
医
学
講
習
会
は
千
駄
木
に
移
転
し
、
開

校
式
典
を
行
っ
た
（
神
田
三
崎
町
時
代
は
三
ヶ
月
で
終
っ
た
）
。

当
時
の
石
川
清
忠
の
記
録
で
は
、
「
十
二
月
二
十
日
、
移
転
の
式
を
挙
げ
る
こ
と
を
得
た
る
は
、
特
に
本
郷
区
有
志
者
に
感
謝
す
る
所
な
り
」

と
結
ん
で
い
る
。

左
の
如
き
趣
旨
の
設
立
趣
意
害
を
公
表
し
た
。

（
８
）

〔
東
京
医
学
専
門
学
校
設
立
趣
意
書
〕

五
．
私
立
東
京
医
学
専
門
学
校
設
立
計
画

（
別
）

石
川
・
竹
崎
・
飯
盛
・
曲
淵
の
四
名
の
人
々
は
、
同
窓
医
学
講
習
会
を
、
専
門
学
校
令
に
適
合
し
た
医
学
校
に
昇
格
す
る
運
動
を
移
転
後

始
し
た
。
賛
同
者
は
前
述
の
北
里
柴
三
郎
・
浅
川
範
彦
、
更
に
順
天
堂
医
院
長
・
佐
藤
進
の
三
博
士
及
び
済
生
学
舎
卒
業
生
達
百
七
十
五
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（
囚
）

認
可
を
迫
っ
た
。

明
治
三
十
七
年
二
月
六
日
、
突
如
日
露
戦
争
が
勃
発
し
、
軍
医
の
急
な
不
足
を
生
じ
、
政
府
は
困
惑
し
た
。
そ
こ
で
、
明
治
三
十
七
年
二

（
脳
）
（
塊
）

月
、
文
部
省
は
「
専
門
学
校
令
に
対
す
る
除
外
処
置
」
を
発
表
し
、
不
認
可
の
私
立
学
校
の
医
学
教
育
を
認
め
る
事
と
な
っ
た
。

私
立
東
京
医
学
校
で
は
、
石
川
等
四
名
は
こ
の
文
部
省
の
態
度
の
変
化
に
対
し
て
、
文
部
省
に
出
頭
し
て
前
記
の
私
立
東
京
医
学
校
設
立

然
る
に
当
局
者
は
、
「
専
門
学
校
令
第
十
五
条
を
急
い
で
実
行
す
る
意
志
は
今
の
と
こ
ろ
全
く
な
い
。
従
っ
て
専
門
学
校
令
に
依
ら
な
い
私

立
医
学
校
も
、
廃
止
し
な
く
て
結
構
で
あ
る
。
当
分
そ
の
よ
う
な
意
向
で
あ
る
か
ら
、
今
急
い
で
医
学
専
門
学
校
に
昇
格
さ
せ
な
く
て
も
よ

い
。
そ
の
ま
ま
教
育
を
続
け
て
ほ
し
い
」
と
の
通
達
で
あ
っ
た
。

文
部
省
の
意
向
の
裏
に
は
、
済
生
学
舎
の
廃
校
に
よ
り
、
急
激
な
医
師
の
養
成
の
減
少
を
来
し
た
上
に
、
日
露
戦
争
に
よ
り
軍
医
不
足
を

招
い
た
事
実
が
あ
っ
た
。

こ
の
頃
、
石
川
清
忠
は
、
叩

校
舎
に
合
併
吸
収
し
て
い
る
。

こ
の
女
子
医
学
研
修
所
は
、
明
治
三
十
三
年
秋
、
済
生
学
舎
舎
長
の
長
谷
川
泰
が
、
女
子
医
学
生
の
新
入
生
の
入
学
を
拒
絶
し
、
翌
三
十

四
年
春
に
は
専
門
学
校
昇
格
目
的
と
、
風
紀
上
の
問
題
か
ら
女
子
学
生
の
在
学
者
に
退
学
を
命
じ
て
い
る
。

こ
の
時
、
石
川
清
忠
・
飯
盛
挺
造
・
竹
崎
季
薫
・
曲
淵
章
景
の
四
氏
の
力
で
、
神
田
三
崎
町
の
東
京
歯
科
医
学
院
の
校
舎
を
借
り
て
、
「
女

子
医
学
研
修
所
」
を
開
設
し
た
。
女
子
医
学
研
修
所
は
、
先
に
開
校
し
た
吉
岡
弥
生
の
東
京
女
医
学
校
（
明
治
三
十
三
年
十
二
月
五
日
創
立
）
の

六
．
文
部
省
の
専
門
学
校
令
の
一
時
的
除
外
処
置

七
．
女
子
医
学
研
修
所
の
合
併

（
肥
）
（
⑬
）
（
羽
）

明
治
三
十
四
年
以
来
経
営
し
て
き
た
神
田
三
崎
町
の
「
女
子
医
学
研
修
所
」
（
東
京
歯
科
医
学
院
内
）
を
千
駄
木
の
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集
を
し
た
〔

（
別
）
（
鯛
）

済
生
学
舎
の
名
物
講
師
「
丸
茂
文
良
」
は
、
明
治
三
十
六
年
八
月
二
十
九
日
付
け
の
長
谷
川
泰
の
廃
校
の
親
書
を
受
け
と
っ
て
い
る
。
長

谷
川
泰
の
廃
校
宣
言
の
手
紙
を
見
て
、
丸
茂
文
良
は
せ
め
て
、
後
期
生
だ
け
で
も
救
済
せ
れ
ば
と
決
心
し
た
。
そ
こ
で
、
自
己
の
講
習
会
を

「
医
学
温
習
会
」
と
名
づ
け
、
上
野
桜
木
町
の
丸
茂
病
院
を
教
室
と
し
、
外
科
学
・
皮
層
科
学
を
講
じ
た
。
そ
こ
で
左
記
の
如
き
趣
旨
の
募

こ
じ
よ
竜
っ

飯
田
ゑ
い
・
早
坂
千
賀
・
吉
見
こ
う
・
高
須
い
ま
・
菊
地
栄
・
三
谷
茂
・
白
石
す
て
・
田
中
孝
・
高
橋
小
丈
・
岡
田
つ
る
・
隅
田
マ
ツ
・

的
場
莊
・
桑
原
リ
ウ
ホ
ウ
・
桑
田
梅
枝
・
新
武
た
み
・
豊
田
ゑ
ち
・
仁
保
澄
江
・
田
口
あ
き
・
水
江
し
ず
。

続
い
て
伊
藤
照
・
田
中
房
・
風
間
種
・
高
木
か
つ
等
三
十
三
名
の
女
医
達
で
あ
っ
た
。

く
で
あ
る
。

よ
き
ラ
イ
バ
ル
校
と
し
て
の
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
の
短
い
三
年
間
で
あ
っ
た
が
、
女
子
医
学
研
修
所
で
学
び
医
師
と
な
っ
た
女
性
は
左
の
如

○
継
続
・
来
る
明
治
三
十
七
年
三
月
三
十
日
迄
。
有
志
諸
君
は
明
八
日
午
後
一
時
参
院
あ
り
た
し
。
」

文
良
の
旧
済
生
学
舎
の
学
生
に
対
す
る
温
情
あ
る
臨
床
講
義
は
三
年
間
継
続
さ
れ
た
が
、
文
良
の
食
道
癌
に
よ
る
急
逝
の
た
め
、
明
治
三

後
期
諸
君
の
哀
情
を
推
察
し
、

○
外
科
・
皮
唐
病
科
臨
床
講
義

○
場
所
・
丸
茂
病
院
内
（
上
野

○
時
間
・
午
後
三
時
よ
り
一
週

○
費
用
・
無
束
修
・
月
謝
一
円

「
旧
済
生
学
舎
・
後
期
生
諸
君
に
告
ぐ
。

八
①

ま
る
も
ぶ
ん
り
ょ
う

丸
茂
文
良
の
「
医
学
温
習
会
」
と
慈
恵
医
専
へ
の
編
入

（
上
野
桜
木
町
所
在
）

二
週
三
回
（
来
週
開
始
）

左
の
件
挙
行
致
候
。
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十
九
年
二
月
で
消
滅
し
た
。
文
良
が
世
を
去
る
一
ヶ
月
前
の
二
月
十
九
日
ま
で
、
日
記
帳
に
よ
る
と
「
温
習
会
」
と
書
き
残
し
て
い
る
。
文

良
は
四
十
五
歳
で
没
し
た
。

学
を
許
す
。

同
窓
医
学
講
習
会
で
は
、
明
治
三
十
六
年
十
一
月
、
園
田
重
徳
等
百
余
名
の
後
期
生
が
、
医
術
開
業
試
験
を
直
前
に
控
え
て
、
石
川
清
忠

み
と
し
ろ

等
の
講
義
に
満
足
せ
ず
、
反
旗
を
翻
し
、
神
田
美
土
代
町
二
丁
目
一
番
地
の
東
京
医
師
倶
楽
部
内
の
「
医
学
講
習
会
」
に
走
っ
た
。
川
上
元

（
調
）

治
郎
の
筆
に
な
る
「
日
本
医
事
週
報
」
四
四
七
号
で
は
次
の
如
く
記
し
て
い
る
。

ア
ー
Ｏ

十
八た

い
○

（
訳
真
顔
）

長
谷
川
泰
の
突
然
の
廃
校
宣
言
で
、
当
局
の
文
部
省
も
大
い
に
動
揺
し
た
。
文
部
省
は
高
木
兼
寛
校
長
に
依
頼
し
、
旧
済
生
学
舎
学
生
百

二
十
名
を
私
立
東
京
慈
恵
医
学
専
門
学
校
の
別
科
生
と
し
て
、
二
年
・
三
年
・
四
年
の
各
学
年
に
試
験
の
上
、
編
入
せ
し
め
る
よ
う
依
頼
し

（
劃
）

『
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
八
十
五
年
史
」
に
は
次
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

「
別
科
生
志
望
者
は
明
治
三
十
七
年
七
月
、
前
期
試
験
及
第
証
書
を
所
有
す
る
者
に
限
り
、
試
験
の
上
、
三
学
年
、
若
し
く
は
四
学
年
に
入

認
可
私
立
東
京
慈
恵
医
院
医
学
専
門
学
校

明
治
三
十
七
年
五
月
」

右
の
如
く
、
旧
済
生
学
舎
の
一
部
の
学
生
は
、
他
の
医
学
校
に
転
入
し
た
者
も
当
然
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、
桂
秀
馬
主
催
・
川
上
元
治
郎
後
援
の
「
医
学
研
究
会
」
の
設
立
、
更
に
山
根
正
次
の
「
日
本
医
学
校
」
の
開
校
に
つ
い
て
述
べ

九
．
同
窓
医
学
講
習
会
の
脱
会
者
と
「
医
学
研
究
会
」
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川
上
元
治
郎
。
（
桂
）
秀
馬
の
二
人
を
招
き
て
夕
食
を
共
に
す
る
。
」

石
黒
忠
恵
宅
に
参
上
し
た
同
郷
の
川
上
元
治
郎
（
元
長
谷
川
泰
の
書
生
・
眼
科
医
）
と
桂
秀
馬
（
旧
済
生
学
舎
外
科
学
講
師
・
侍
医
）
の
二
人
は
、

九
月
五
日
の
夜
、
医
学
講
習
会
に
迷
え
る
旧
済
生
学
舎
の
学
生
の
収
容
を
依
頼
さ
れ
た
も
の
と
推
察
す
。

（
認
）

九
月
十
二
日
の
『
日
本
医
事
週
報
』
四
四
七
号
に
は
次
の
如
く
川
上
元
治
郎
が
記
し
て
い
る
。

「
済
生
学
舎
の
生
徒
は
、
一
同
方
向
に
迷
い
種
々
苦
心
の
未
、
此
程
東
京
医
師
倶
楽
部
の
講
習
会
へ
入
会
を
申
込
む
も
の
続
々
あ
り
」
と
。

更
に
今
回
は
済
生
学
舎
の
学
生
の
困
難
を
察
し
、
会
員
の
紹
介
が
あ
れ
ば
こ
の
際
入
会
を
許
す
と
述
べ
て
い
る
。

内
の
医
学
講
習
会
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。

（
抑
）

医
学
講
習
会
は
、
明
治
三
十
五
年
一
月
開
校
さ
れ
た
も
の
で
、
東
京
市
内
の
医
家
の
書
生
に
希
望
を
も
た
せ
、
医
術
開
業
試
験
を
受
験
さ

せ
、
更
に
医
学
と
共
に
徳
義
を
教
授
す
る
目
的
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

夜
学
の
形
式
を
と
り
、
同
窓
医
学
講
習
会
の
脱
会
者
が
参
加
す
る
二
年
前
よ
り
開
講
さ
れ
て
い
た
。
会
長
は
金
杉
英
五
郎
が
就
任
し
、
こ

の
時
川
上
元
治
郎
は
「
調
査
委
員
」
の
役
職
に
つ
い
て
い
た
。
場
所
は
最
初
神
田
小
川
町
の
東
京
顕
微
鏡
院
に
於
て
始
ま
り
、
大
成
学
館
分

校
・
神
田
三
崎
町
の
東
京
医
師
倶
楽
部
内
へ
と
、
移
転
し
て
い
る
。

そ
の
東
京
医
師
倶
楽
部
内
の
医
学
講
習
会
が
、
何
故
済
生
学
舎
の
学
生
の
入
会
を
許
可
し
た
か
の
経
緯
を
述
べ
る
事
に
す
る
。
今
日
残
さ

（
帥
）

れ
て
い
る
、
長
谷
川
泰
の
親
友
の
石
黒
忠
恵
の
日
記
に
は
左
の
如
く
記
し
て
あ
る
。

「
（
明
治
三
十
六
年
）
九
月
五
日
。
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次
に
医
師
倶
楽
部
の
会
員
の
紹
介
で
入
会
し
た
、
元
済
生
学
舎
の
後
期
生
の
様
子
を
記
述
し
て
み
た
い
。
医
学
講
習
会
内
に
、
済
生
学
舎

（
鈴
）

後
期
生
で
あ
っ
た
人
々
の
為
に
、
別
に
「
医
学
研
究
会
」
が
設
け
ら
れ
た
。
医
学
研
究
会
を
運
営
す
る
委
員
は
六
名
で
あ
っ
た
。
委
員
は
医

師
倶
楽
部
の
総
会
で
選
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
講
師
一
同
は
合
議
の
上
、
一
名
の
主
幹
を
推
薦
し
、
一
切
の
学
業
事
務
を
管
理
し
た
。

別
に
会
計
監
督
を
置
き
、
金
銭
の
管
理
を
し
た
。

右
の
主
幹
に
桂
秀
馬
が
就
任
し
、
川
上
元
治
郎
は
後
援
会
長
役
に
就
任
し
た
。
講
師
は
主
幹
の
桂
秀
馬
及
び
丸
茂
文
良
・
栗
本
束
明
・
橋

田
茂
重
・
鈴
木
主
計
・
大
塚
陸
太
郎
・
中
原
徳
太
郎
・
楠
本
長
三
郎
の
八
名
で
あ
っ
た
。

そ
の
他
、
塩
田
広
菫
・
中
島
襄
吉
・
水
尾
源
太
郎
・
丸
尾
晋
・
束
自
助
等
五
名
が
援
助
し
た
。
ま
た
遠
山
春
吉
・
金
杉
英
五
郎
の
両
博
士

も
時
間
の
余
裕
あ
り
次
第
出
席
し
て
講
述
し
た
。

（
劉
）

医
学
研
究
会
の
講
義
も
比
較
的
整
備
さ
れ
て
お
り
、
臨
床
講
義
も
少
く
と
も
毎
日
一
回
行
わ
れ
た
。
多
い
日
は
内
科
・
外
科
・
眼
科
と
三

科
目
の
実
地
演
習
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。

右
の
よ
う
に
、
講
義
も
充
実
し
、
入
会
申
込
者
が
次
第
に
増
加
し
、
講
堂
に
入
り
切
れ
な
い
の
で
、
二
百
二
十
二
名
で
、
以
下
は
全
て
入

元
来
、
医
学
研
究
会
の
目
的
は
、
明
治
三
十
七
年
三
月
ま
で
存
続
す
る
企
画
で
発
足
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
後
期
生
の
半
年
間
の
教

育
が
終
れ
ば
、
目
的
を
達
し
た
事
と
な
る
。

（
妬
）

そ
こ
で
明
治
三
十
七
年
三
月
二
十
四
日
に
医
学
研
究
会
で
は
卒
業
試
験
を
終
了
し
、
学
生
百
五
十
二
名
に
三
月
二
十
七
日
、
修
業
証
書
を

授
与
し
た
。
当
日
は
会
長
の
桂
秀
馬
は
天
皇
の
侍
医
で
不
在
の
為
・
栗
本
東
明
講
師
が
代
っ
て
授
与
し
た
。
ま
た
丸
茂
文
良
講
師
の
訓
辞
が

あ
り
、
学
生
総
代
園
田
重
徳
が
答
辞
を
述
べ
た
。
か
く
て
卒
業
式
は
終
っ
た
。

右
の
医
学
研
究
会
の
役
目
は
終
っ
た
も
の
の
、
前
記
の
如
く
、
日
露
戦
争
が
勃
発
し
、
軍
医
不
足
よ
り
、
一
時
専
門
学
校
令
は
凍
結
さ
れ
、

私
立
医
学
校
の
存
続
が
許
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
。

会
を
謝
絶
し
た
。

元
来
、
医
学
可
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た
す
く

○
（
眼
科
学
）
甲
野
柔
・
水
尾
源
太
郎 川

上
元
治
郎
に
懇
請
さ
れ
た
友
人
の
山
根
正
次
は
私
立
医
学
校
の
開
校
の
準
備
を
急
い
だ
。
桂
。
川
上

を
置
き
、
後
期
生
の
講
義
を
行
い
、
前
期
生
は
神
田
三
崎
町
の
大
成
学
館
の
跡
地
で
授
業
を
受
け
た
。

校
長
に
山
根
正
次
が
就
任
し
、
教
頭
に
栗
本
東
明
が
な
り
、
理
事
に
丸
茂
文
良
・
桂
秀
馬
等
が
選
任
さ
れ
た
。
ま
た
前
期
の
講
師
に
旧
済

生
学
舎
に
関
係
の
あ
っ
た
山
田
良
叔
・
須
藤
憲
三
・
池
口
慶
三
の
三
名
が
参
加
し
た
。

開
校
時
の
講
師
は
左
記
の
如
く
で
あ
っ
た
。

○
（
内
科
学
）
栗
本
東
明
・
大
塚
陸
太
郎
・
楠
本
長
三
郎
・
鈴
木
主
計
・
丸
茂
文
良

て
組
織
を
改
革
し
、
委
口
旱

を
続
け
る
事
を
決
心
し
た
。

そ
の
責
任
者
に
、
川
上
一

人
の
交
友
関
係
は
、
共
に
、

そ
こ
で
、
桂
秀
馬
主
幹
・
川
上
元
治
郎
委
員
及
び
講
師
の
人
々
は
、
文
部
省
の
方
針
に
従
っ
て
、
当
分
私
立
医
学
校
の
永
続
し
得
る
を
見

組
織
を
改
革
し
、
委
員
を
廃
し
て
、
理
事
若
干
名
、
幹
事
一
名
を
置
い
て
、
文
部
省
の
医
術
開
業
試
験
が
廃
止
せ
ら
れ
る
ま
で
医
学
教
育

（
病
理
学
）
米
山
彦
郎
・
束
自
助

十
．
山
根
正
次
と
Ｈ
本
医
学
校
の
創
立

ま
さ
つ
ぐ

川
上
元
治
郎
の
友
人
で
、
前
警
察
医
長
・
衆
議
院
議
員
の
「
山
根
正
次
」
を
校
長
と
し
て
迎
え
た
。
山
根
と
川
上
の
両

共
に
明
治
医
会
の
会
員
で
、
明
治
三
十
五
年
、
同
時
に
衆
議
院
に
当
選
し
た
仲
間
で
あ
っ
た
。
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○○○○
校
長
一
名
（
山
根
正
次
）

本
校
を
代
表
し
、
林

○
理
事
若
干
名
（
桂
秀
馬

○
教
頭
一
名
（
栗
本
東
明
）

請
候私
也儀
0,

○
教
師 （

産
科
学
）
丸
尾
晋

（
銘
）

今
日
東
京
都
公
文
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
、
山
根
正
次
の
私
立
日
本
医
学
校
の
設
立
届
書
を
記
述
す
る
。

東
京
府
知
事
・
男

因
み
に
学
則
の
部
に

「
第
六
条
・
本
校
に
左
の
職
員
を
置
く
。

「
私
立
日
本
医
学
校
設
立
認
可
申
請
害

私
儀
、
今
般
私
立
医
学
校
第
二
条
に
妹

（
外
科
学
）
田
代

（
薬
物
学
）
未
定

こ
垂
つ
示
し

東
京
市
麹
町
区
富
士
見
町
五
丁
目
三
番
地

山
根
正
次
国

教
課
上
の
事
務
を
総
理
す
。

山
根

明
治
三
十
七
年
四
月
五
日

田
代
義
徳
・
桂
秀
馬

（
桂
秀
馬
・
川
上
元
治
郎
・
丸
茂
文
良
）
校
長
の
諮
訶
に
応
じ
、
校
務
を
議
定
す
。

男
爵
・
千
家
尊
福
殿
」

校
務
を
総
理
す
。

一
条
に
依
り
、
私
立
日
本
医
学
校
並
に
其
分
校
設
立
仕
候
条
、
御
認
可
相
受
度
、
別
紙
書
類
差
添
此
段
及
申
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身
の
教
授
、
田
代
義
徳

る
事
は
不
可
能
で
あ
る
。

前
記
「
幹
事
」
一
名
と
あ
る
の
が
日
本
医
学
校
創
立
時
の
磯
部
検
三
の
役
職
で
、
学
校
の
事
務
長
に
相
当
す
る
仕
事
を
し
て
い
た
。

し
げ
え
だ
（
帥
）

磯
部
は
山
根
正
次
の
耆
生
で
、
山
根
が
警
察
医
長
時
代
に
は
そ
の
秘
書
で
あ
っ
た
事
は
、
磯
部
検
三
の
末
弟
、
重
枝
習
三
様
（
卯
歳
）
、
及

び
山
根
正
次
の
末
娘
、
赤
川
信
子
様
調
査
当
時
九
十
一
歳
）
の
証
言
で
解
明
さ
れ
た
。

（
洲
）

『
医
海
時
報
」
七
九
○
号
で
は
「
磯
部
某
な
る
も
の
は
山
根
氏
と
同
郷
に
し
て
、
氏
が
警
視
庁
第
三
部
長
た
り
し
当
時
よ
り
、
そ
の
部
下
、

殊
に
秘
書
官
の
地
位
に
在
り
し
も
の
。
そ
の
後
今
日
に
至
る
迄
、
殆
ん
ど
師
弟
・
主
従
の
関
係
に
あ
り
。
（
一
部
略
）

而
し
て
現
時
は
山
根
氏
の
日
本
医
学
校
の
幹
事
た
り
」
と
記
述
し
て
い
る
。

（
机
）

ま
た
多
く
の
日
本
医
科
大
学
史
は
、
「
川
上
元
治
郎
が
、
日
本
医
事
週
報
の
投
稿
家
・
磯
部
検
三
に
す
す
め
て
私
立
日
本
医
学
校
を
造
り
、

先
輩
の
山
根
正
次
と
相
談
し
、
山
根
を
校
長
に
す
え
た
」
と
の
大
変
な
史
実
に
反
す
る
記
述
が
あ
る
事
を
付
記
し
て
お
く
。

（
抑
）
し
ょ
う
よ
う

因
み
に
『
日
本
医
科
大
学
十
五
年
記
念
誌
」
の
記
録
で
は
、
「
川
上
元
治
郎
は
日
本
医
事
週
報
の
寄
書
家
・
磯
部
検
蔵
氏
を
窓
通
し
て
学
校

．
●
●
●
●
、
は
か

の
設
立
を
要
求
し
、
磯
部
氏
は
先
輩
山
根
正
次
氏
に
諮
り
、
遂
に
日
本
医
学
校
と
し
て
認
可
さ
れ
た
」
と
大
変
な
誤
記
を
し
て
い
る
。

じ
ゃ
つ
か
ん

官
尊
民
卑
の
厳
し
い
明
治
期
に
、
私
立
医
学
校
・
済
生
学
舎
を
卒
業
し
て
若
干
四
年
、
実
績
の
な
い
磯
部
が
、
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
出

た
す
ぐ

身
の
教
授
、
田
代
義
徳
・
甲
野
乘
等
及
び
侍
医
の
桂
秀
馬
・
恩
師
の
丸
茂
文
良
等
．
当
時
日
本
の
医
学
界
の
大
家
達
を
講
師
と
し
て
雇
用
す

校
長
の
指
揮
に
応
じ
、
各
学
課
の
教
習
に
従
事
す
。

○
幹
事
一
名
（
磯
部
検
三
）
校
長
の
指
揮
に
従
い
一
切
の
庶
務
を
掌
理
す
。
」

こ
こ
で
磯
部
検
三
（
検
蔵
）
の
事
に
触
れ
て
み
た
い
。

〆
４
４
』

森
鴎
外
等
と
共
に
ド
イ
ツ
留
学
を
果
し
た
、
法
医
学
者
・
山
根
正
次
の
政
治
的
手
腕
に
よ
り
始
め
て
学
校
の
設
立
運
営
が
可
能
で
あ
っ
た

十
一
・
磯
部
検
三
の
履
歴

/『ー戸、
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内
務
大
臣
・
末
松
溢
澄

衛
生
局
長
・
長
谷
川
泰
」

磯
部
は
な
ぜ
医
師
免
許
証
の
受
領
年
月
日
を
偽
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
。
そ
れ
に
は
磯
部
が
創
立
者
と
称
す
る
た
め
の
卒
業
後
の
実
績

を
作
る
た
め
と
推
察
さ
れ
る
。
磯
部
検
蔵
は
あ
く
ま
で
も
山
根
の
秘
書
で
あ
り
、
陰
の
補
佐
役
に
尽
力
し
た
人
物
で
、
日
本
医
学
校
の
創
立

者
で
は
な
い
。

今
日
残
さ
れ
た

「
医
師
免
状
控

生
前
に
書
き
残
し
て
い
る
。

事
は
事
実
で
あ
る
。

他
方
、
石
川
清
忠
の
主
催
す
る
「
同
窓
医
学
講
習
会
」
も
、
私
立
東
京
医
学
専
門
学
校
の
設
立
を
申
請
し
た
が
、
文
部
省
に
受
け
入
れ
ら

れ
ず
、
当
分
各
種
学
校
令
に
従
っ
て
、
私
立
医
学
校
と
し
て
届
出
て
い
る
。

（
幅
）

「
私
立
東
京
医
学
校
設
立
に
付
認
可
申
請

同
十
二
月

十
八
へ
一
二
号
證

磯
部
検
蔵
の
実
績
及
び
履
歴
に
多
く
の
詐
称
が
見
い
出
さ
れ
る
。
特
に
、
医
師
免
許
を
得
た
年
月
日
を
三
年
も
早
く
取
得
し
た
事
と
し
て

明
治
三
十
三
年
十
月
八
日
、
得
業

同
十
二
月
六
日
、
許
可

（
棚
）

『
日
本
医
科
大
学
十
五
年
記
念
誌
』
の
人
物
篇
に
、
「
磯
部
維
持
員
は
明
治
三
十
年
、
医
術
開
業
試
験
に
合
格
す
」
と
記
し
て
い
る
。
一
方

（
“
）

日
残
さ
れ
た
『
磯
部
検
蔵
の
日
記
」
の
控
覧
に
は
、
自
筆
で
左
の
如
く
記
録
し
て
い
る
。

十
二
．
石
川
清
忠
の
東
京
医
学
校
創
立

F房
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類
相
添
え
此
段
申
請
候
也
。

済
生
学
舎
廃
校
後
、
約
六
年
の
間
に
、
両
校
が
存
続
す
る
事
す
ら
危
険
な
ほ
ど
重
大
な
社
会
問
題
が
次
々
に
起
こ
っ
た
。

（
粥
）

先
ず
第
一
は
、
明
治
三
十
八
年
七
月
一
日
、
文
部
省
は
「
私
立
医
学
専
門
学
校
指
定
規
則
」
を
発
布
し
、
両
校
が
生
き
残
る
た
め
に
は
、

官
立
専
門
学
校
並
の
設
備
と
附
属
病
院
の
充
実
が
な
け
れ
ば
認
可
し
な
い
と
い
っ
た
厳
し
い
規
則
を
作
っ
た
。

（
抑
）

第
二
番
目
は
、
明
治
三
十
九
年
五
月
二
日
、
「
医
師
法
」
が
国
会
で
審
議
の
上
、
可
決
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
山
根
正
次
は
衆
議
院
で
法
案
の

提
出
者
と
し
て
活
躍
す
る
。
し
か
し
医
師
法
第
十
四
条
に
、
「
医
術
開
業
試
験
は
八
年
後
に
廃
止
す
る
」
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。
認
可
さ
れ
て

右
の
如
く
、

事
で
あ
っ
た
。

（
柵
）

石
川
清
忠
の
教
育
方
針
は
、
勉
め
て
実
験
的
と
為
し
、
空
論
に
走
ら
ず
、
一
々
こ
れ
を
実
地
に
解
釈
消
化
せ
し
む
る
を
目
的
と
し
た
。
従

（
灯
）

っ
て
医
術
開
業
試
験
の
成
績
も
極
め
て
良
好
で
あ
っ
た
。
因
み
に
明
治
四
十
二
年
の
試
験
の
志
願
者
と
、
合
格
者
の
比
率
は
五
割
に
達
し
て

（
塀
）

い
た
。
「
東
洋
医
事
新
報
」
二
十
六
号
の
記
録
に
よ
る
と
、
約
三
百
名
の
学
生
が
在
籍
し
て
い
た
と
の
事
で
あ
る
。

東
京
府
知
事
男
爵
・
千
家
尊
福
殿

東
京
市
本
郷
区
駒
込
千
駄
木
町
五
十
九
番
地
の
建
物
を
借
り
受
け
、
私
立
東
京
医
学
校
設
置
致
度
候
条
、
御
認
可
相
成
度
、
別
紙
関
係
書

８５

明
治
三
十
七
年
三
月
二
十
一
日

東
京
市
本
郷
区
湯
島
新
花
町
九
十
七
番
地

設
立
者
・
医
師
・
石
川
清
忠
画

十
三
．
私
立
束
京
医
学
校
と
日
本
医
学
校
の
合
併

追
っ
て
認
可
被
下
の
上
は
、
来
四
月
二
十
日
よ
り
開
校
を
仕
候
世
。
」

如
く
、
校
舎
も
土
地
も
借
り
て
の
出
発
で
あ
っ
た
。
開
校
は
明
治
三
十
七
年
四
月
二
十
日
で
、
私
立
日
本
医
学
校
と
相
前
後
し
て
の
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石
川
清
忠
に
は
医
師
の
後
継
者
は
な
く
、
自
校
の
私
立
東
京
医
学
校
を
日
本
医
学
校
に
譲
る
事
を
決
心
し
た
。
両
校
と
も
経
営
は
苦
し
く

（
別
）

買
収
す
る
力
は
な
か
っ
た
。
磯
部
検
蔵
も
「
私
立
日
本
医
学
校
移
転
式
典
」
の
演
説
で
、
「
私
立
東
京
医
学
校
を
合
併
す
る
と
こ
ろ
の
機
会
に

於
き
ま
し
て
、
そ
れ
を
譲
り
受
け
た
」
と
明
言
し
て
い
る
。

（
弱
）
●
。
●
●
い
つ
わ

『
日
本
医
学
」
師
号
で
は
、
．
定
価
格
を
以
て
、
同
校
建
物
器
械
一
切
を
買
収
し
た
」
と
偽
り
の
記
録
を
残
し
て
い
る
。
磯
部
の
言
動
に

●
●
（
『
”
）

合
併
を
決
議
し
た
。

他
方
、
私
立
東
京
医
学
校
・
日
本
産

経
営
は
次
第
に
衰
退
し
始
め
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
法
令
や
規
定
が
文
部
省
か
ら
発
せ
ら
れ
る
陰
に
は
、
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
の
赤
門
派
閥
の
人
々
（
明
治
医
会
）
の
強
力
な
、
私

立
医
学
校
の
僕
滅
運
動
が
あ
っ
た
事
は
見
逃
せ
な
い
点
で
あ
る
。

（
列
）

試
験
委
員
で
講
師
の
中
原
徳
太
郎
・
遠
山
春
吉
・
林
春
雄
・
橋
本
左
武
郎
の
四
名
は
代
表
者
と
し
て
『
文
部
省
当
局
及
び
足
立
寛
試
験
委

員
長
に
、
「
吾
々
は
私
利
の
為
に
医
学
を
講
述
す
る
に
否
ず
。
文
部
省
が
自
ら
為
さ
ざ
る
所
を
、
吾
等
が
利
益
を
外
に
し
て
尽
力
し
て
い
る
の

（
龍
）

だ
」
と
強
く
抗
議
し
た
。
ま
た
日
本
医
学
校
の
山
根
正
次
も
、
文
部
大
臣
に
直
接
会
い
、
厳
し
く
右
の
文
部
省
の
通
牒
の
不
条
理
を
質
問
し

達
し
た
。

推
上
○

て
い
た
・

い
な
い
両
校
の
前
途
は
厳
し
い
も
の
と
な
っ
た
。

ロ
。
●
。
●
●
●
●
●
。
●
（
訓

第
三
番
目
は
、
追
い
撃
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、
文
部
省
は
「
試
験
委
員
の
講
師
兼
任
禁
止
」

今
回
の
文
部
省
の
講
師
兼
任
禁
止
の
通
牒
が
あ
り
、
危
機
感
を
抱
い
た
両
校
理
事
者
は
、
急
邊
協
議
の
上
、
明
治
四
十
三
年
三
月
十
八
日
、

そ
こ
で
両
校
が
文
部
省
の
認
可
の
医
学
專
門
学
校
と
し
て
生
き
残
る
た
め
に
、
明
治
四
十
二
年
秋
よ
り
、
両
校
の
合
併
問
題
が
持
ち
上
っ

日
本
医
学
校
は
共
に
一
時
、
校
運
も
隆
盛
を
極
め
た
が
、
医
師
法
の
制
定
で
試
験
の
廃
止
も
間
近
と
な
り
、

つ
う
ち
よ
う

の
通
牒
を
明
治
四
十
三
年
二
月
十
七
日
に
通
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（
『
鉱
）
●
●
●
●
●
●
●

『
医
海
時
報
」
八
二
六
号
で
は
、
「
両
校
理
事
者
等
協
議
の
上
、
合
併
を
決
し
、
先
ず
東
京
医
学
校
の
廃
校
を
断
行
し
、
既
に
東
京
府
庁
に

其
手
続
を
完
了
す
る
と
同
時
に
、
事
実
上
の
合
併
を
決
行
せ
り
」
と
記
述
し
て
い
る
。

か
く
て
生
徒
は
同
等
の
資
格
で
合
併
し
、
講
義
は
全
員
、
本
郷
千
駄
木
の
校
舎
で
行
う
事
に
な
っ
た
。
山
根
正
次
が
、
合
併
後
も
継
続
し

た
き
ざ
わ
た
け
た
ろ
う

て
校
長
に
就
任
し
、
石
川
清
忠
に
代
り
、
滝
沢
竹
太
郎
が
理
事
と
な
り
、
磯
部
検
蔵
は
幹
事
と
し
て
学
校
事
務
の
責
任
者
と
な
っ
た
。
万
世

橋
の
旧
日
本
医
学
校
の
建
物
は
改
修
し
て
日
本
病
院
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。

（
師
）
（
粥
）
そ
れ
あ
ら
す
け

山
根
校
長
は
、
同
郷
山
口
県
出
身
の
曽
祢
荒
助
三
代
目
韓
国
統
監
）
の
懇
請
を
受
け
、
日
本
医
学
校
校
長
・
衆
議
院
議
員
の
身
分
の
ま
ま
、

明
治
四
十
三
年
三
月
三
十
一
日
、
韓
国
衛
生
顧
問
と
し
て
京
城
に
赴
任
し
て
行
っ
た
。
以
後
た
び
た
び
韓
国
と
の
間
を
往
復
し
て
い
る
。

（
鉛
）

留
守
役
の
磯
部
検
蔵
は
懸
命
に
校
長
代
理
の
役
職
を
果
す
が
、
次
第
に
権
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

（
論
）
。
・

は
こ
の
よ
う
な
虚
飾
の
記
録
が
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
後
世
、
「
磯
部
が
創
立
者
で
、
日
本
医
学
校
が
東
京
医
学
校
を
買
収
し
た
」
と

の
間
違
っ
た
校
史
が
残
さ
れ
て
い
る
。

（
舵
）
（
“
）
（
“
）
（
㈹
）

今
日
、
日
本
医
科
大
学
の
校
史
は
、
昭
和
十
五
年
以
降
四
冊
の
校
史
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
い
ず
れ
に
も
「
日
本
医
学
校
は
、
川
上

元
治
郎
の
勧
め
で
、
磯
部
検
三
が
設
立
し
、
同
郷
の
山
根
正
治
を
校
長
に
雇
っ
た
」
と
明
記
し
て
あ
る
。
今
日
ま
で
、
筆
者
の
調
査
し
て
来

た
事
実
と
異
な
る
校
史
が
現
実
に
存
在
し
て
い
る
。

官
尊
民
卑
の
明
治
時
代
に
、
書
生
で
私
立
の
済
生
学
舎
出
身
の
磯
部
検
三
が
、
主
人
の
衆
議
院
議
員
で
法
医
学
の
大
家
山
根
正
次
を
校
長

に
雇
用
す
る
事
は
、
常
識
的
に
は
あ
り
得
な
い
事
で
あ
る
。

ま
た
、
済
生
学
舎
出
身
の
医
師
は
、
全
国
に
七
千
人
と
も
九
千
人
と
も
伝
え
ら
れ
る
。
中
に
は
浅
川
範
彦
・
須
藤
憲
三
・
小
口
忠
太
・
光

田
健
輔
等
の
よ
う
に
、
医
学
博
士
・
ド
ク
ト
ル
の
称
号
を
得
た
一
流
の
医
学
者
が
沢
山
輩
出
さ
れ
た
。

考
察
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出
て
こ
な
い
ｃ

あ
さ
ぐ
ん

は
ぷ
も
み

更
に
、
磯
部
検
三
の
生
家
と
養
家
を
求
め
て
、
山
口
県
厚
狭
郡
山
陽
町
殖
生
と
籾
の
木
部
落
を
訪
れ
た
。
そ
こ
で
圭

（
師
）

時
九
十
三
歳
）
に
お
会
い
し
た
。
重
枝
様
か
ら
、
「
磯
部
は
山
根
先
生
の
書
生
を
し
な
が
ら
医
学
を
勉
学
し
た
」
と
里

（
師
）

次
に
山
根
正
次
の
研
究
家
・
田
中
助
一
先
生
の
ご
案
内
を
得
て
、
山
根
の
生
家
、
山
口
県
萩
市
御
殿
山
を
訪
ね
た
。

品
・
写
真
集
を
拝
見
し
、
東
京
の
山
根
正
次
の
兄
の
孫
・
山
根
寿
代
様
を
紹
介
さ
れ
た
、
山
根
寿
代
様
の
御
宅
に
は
、

（
船
）

が
残
さ
れ
て
い
た
。
特
に
山
根
正
次
の
自
筆
の
長
文
の
履
歴
書
「
私
歴
」
に
は
重
要
な
記
録
が
あ
っ
た
。

（
万
）

校
史
に
書
か
れ
た
如
く
、
本
当
に
川
上
元
治
郎
が
、
学
問
的
に
実
績
の
全
く
な
い
、
し
か
も
医
師
免
許
を
得
て
四
年
目
の
磯
部
検
三
に
頭

を
下
げ
て
医
学
校
の
設
立
を
勧
め
た
の
か
否
か
、
疑
問
が
残
る
。

そ
こ
で
筆
者
は
、
新
潟
県
栃
尾
市
泉
の
川
上
元
治
郎
の
生
家
を
訪
れ
、
沢
山
の
資
料
の
提
供
に
与
っ
た
。
更
に
今
日
、
川
上
元
治
郎
主
管

（
繩
）

の
『
日
本
医
事
週
報
』
を
綿
密
に
調
べ
た
。
そ
こ
に
は
山
根
正
次
と
川
上
元
治
郎
の
交
友
記
録
は
沢
山
出
て
来
る
が
、
磯
部
の
名
前
は
全
く

安
政
四
年
十
二
月
二
十
三
日
生
」

し
ゆ
ひ
つ

と
履
歴
書
の
巻
頭
に
墨
筆
で
書
か
れ
て
お
り
、
日
本
医
学
校
設
立
の
項
に
は
、
朱
筆
で
次
の
如
く
書
か
れ
て
い
た
。

、
●
そ
の
。
。

「
明
治
三
十
七
年
四
月
、
日
本
医
学
校
ヲ
創
設
シ
、
其
校
長
ト
ナ
ル
・
」

即
ち
山
根
は
、
自
分
で
学
校
を
興
し
、
校
長
と
な
っ
た
と
明
記
し
て
い
る
。

（
帥
）

ま
た
、
山
根
正
次
の
末
娘
・
赤
川
信
子
様
（
調
査
当
時
九
十
一
歳
）
か
ら
、
「
磯
部
は
山
根
家
の
書
生
で
、
父
正
次
の
秘
書
で
し
た
。
大
変
よ

（
和
）

く
し
て
頂
き
ま
し
た
」
と
の
証
言
を
得
た
。
山
根
信
子
の
手
元
に
あ
る
、
磯
部
検
三
か
ら
信
子
様
に
宛
て
た
絵
ハ
ガ
キ
を
拝
見
し
た
。
明
治

「
履
歴

原
籍
、

L一

な
い

C

つ
ば
き

山
口
県
阿
武
郡
椿
郷
東
郷
村
第
六
百
六
十
四
番
地
、
正
五
位
動
三
等

山
根
正
次

さ
ぐ
ん

は
ぷ
も
み

し
げ
え
だ

扶
郡
山
陽
町
殖
生
と
籾
の
木
部
落
を
訪
れ
た
。
そ
こ
で
実
弟
の
重
枝
習
三
様
（
当

根
先
生
の
書
生
を
し
な
が
ら
医
学
を
勉
学
し
た
」
と
の
証
言
を
得
た
。

得
て
、
山
根
の
生
家
、
山
口
県
萩
市
御
殿
山
を
訪
ね
た
。
そ
こ
で
山
根
家
の
遣

根
寿
代
様
を
紹
介
さ
れ
た
、
山
根
寿
代
様
の
御
宅
に
は
、
正
次
の
沢
山
の
遺
品
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（
汀
）

次
に
、
大
学
の
図
耆
館
に
帰
り
、
加
藤
富
三
館
長
よ
り
意
外
な
文
献
を
紹
介
さ
れ
た
。
昭
和
十
一
年
六
月
二
十
四
日
付
、
「
日
本
医
事
週
報
』

（
七
一
九
号
）
に
「
日
本
医
科
学
教
授
会
誕
生
顛
末
記
」
と
題
し
て
次
の
文
章
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。

「
偶
々
、
こ
の
大
学
に
磯
部
検
三
な
る
人
物
が
登
場
し
た
の
は
一
昨
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
『
こ
の
大
学
の
前
身
た
る
日
本
医
専
の
創
立
者

は
実
に
我
輩
で
あ
る
」
と
磯
部
氏
は
名
乗
り
を
上
げ
た
の
で
あ
る
。
」

か
く
て
、
大
学
当
局
は
大
学
の
乗
っ
取
り
運
動
か
。
将
に
大
学
の
危
機
と
、
古
文
書
を
出
し
て
連
日
協
議
が
開
か
れ
た
と
報
じ
て
い
る
。

当
時
、
日
本
医
科
大
学
は
、
塩
田
広
重
学
長
兼
理
事
長
の
時
代
で
、
大
学
の
興
隆
の
た
め
に
、
研
究
室
の
充
実
、
附
属
病
院
の
建
設
と
懸

ワ
ン
マ
ン

命
に
努
力
が
な
さ
れ
て
い
た
時
で
あ
っ
た
。
塩
田
学
長
は
有
名
な
独
裁
主
義
者
の
学
長
と
し
て
内
外
に
知
れ
渡
っ
て
い
た
。
従
っ
て
理
事
に

南
大
曹
・
山
田
弘
倫
が
就
任
し
、
絶
対
的
に
東
大
派
閥
の
支
配
下
の
私
立
医
科
大
学
で
あ
っ
た
。

あ
っ
た
事
も
明
確
に
な
っ
た
。

こ
か
ら

ち
ょ
う
ち
ん

四
十
一
年
十
一
月
十
三
日
の
消
印
が
押
し
て
あ
り
、
表
紙
に
日
本
医
学
校
の
運
動
会
で
、
小
柄
な
山
根
校
長
が
提
灯
レ
ー
ス
で
走
っ
て
い
る

姿
が
見
ら
れ
た
。
裏
面
に
達
筆
で
磯
部
は
次
の
如
く
書
い
て
い
る
。

こ
浄
う
じ
ま
ち

「
麹
町
区
富
士
見
町
五
の
三
・
山
根
信
子
様
」

「
お
と
う
様
は
、
こ
の
日
も
一
等
賞
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
記
念
の
お
葉
書
を
差
し
上
げ
ま
す
。

皆
ん
な
喜
ん
で
い
ま
す
。
お
と
う
様
の
ご
健
康
を
お
い
の
り
致
し
ま
す
。
さ
よ
う
な
ら
、

十
一
月
八
日
、
日
本
医
学
校
に
て

外
五
百
名
（
職
員
及
学
生
）
」

右
の
一
枚
の
絵
ハ
ガ
キ
に
当
時
の
山
根
と
磯
部
の
主
従
関
係
を
見
る
事
が
出
来
る
。

以
上
の
調
査
で
、
山
根
が
川
上
元
治
郎
の
依
頼
を
受
け
て
、
日
本
医
学
校
を
造
っ
た
事
は
証
明
さ
れ
た
。
磯
部
は
山
根
の
忠
実
な
部
下
で

磯
部
検
蔵
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こ
う
し
た
校
風
に
対
し
、
同
窓
生
の
一
部
に
不
満
を
持
っ
た
人
々
が
い
た
。
こ
の
時
、
磯
部
検
三
は
、
学
校
騒
動
で
責
任
を
と
り
、
一
時

満
州
浪
人
を
経
験
し
た
が
、
そ
の
後
日
本
に
帰
国
し
て
い
た
。

（
池
）

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
の
報
告
で
は
、
磯
部
は
大
正
六
年
四
月
か
ら
昭
和
三
年
二
月
ま
で
に
四
回
、
衆
議
院
選
挙
に
出
馬
し
、
落
選
し

有
力
な
関
係
者
は
既
に
い
な
か
っ
た
。

亨
」

（
耐
）

そ
れ
に
懲
り
ず
、
昭
和
九
年
六
月
二
日
、
磯
部
は
上
京
し
て
、
同
窓
会
幹
部
三
十
余
人
を
集
め
、
そ
の
席
上
で
、
「
日
本
医
学
校
の
創
立
当

時
の
情
況
を
述
べ
、
こ
の
大
学
の
前
身
の
日
本
医
学
校
・
日
本
医
專
の
創
立
者
は
我
輩
で
あ
る
」
と
名
乗
り
を
上
げ
て
演
説
し
た
。

磯
部
の
師
の
山
根
正
次
は
大
正
十
四
年
に
世
を
去
り
、
ま
た
川
上
元
治
郎
も
大
正
四
年
に
死
去
し
、
磯
部
の
偽
り
の
発
言
を
阻
止
さ
せ
る

し
よ
う
ご
ろ
う

同
窓
会
の
幹
部
、
竹
内
笙
五
郎
・
新
田
情
三
郎
・
長
沢
米
蔵
・
森
崎
半
次
・
河
野
勝
斉
等
五
名
は
磯
部
の
演
説
に
強
い
感
銘
を
受
け
た
。

更
に
犬
養
・
渡
辺
・
佐
藤
・
内
藤
・
虎
岩
・
加
藤
・
磯
・
藤
枝
・
佐
野
・
水
野
の
十
名
、
合
計
十
五
名
の
同
窓
会
幹
部
は
、
磯
部
の
主
張
を

容
れ
、
磯
部
と
密
談
を
た
び
た
び
行
っ
て
い
る
。
磯
部
日
記
で
は
、
昭
和
九
年
五
月
一
日
よ
り
同
月
三
十
一
日
ま
で
に
二
十
四
回
も
密
談
が

磯
部
宅
で
行
わ
れ
、
綿
密
な
計
画
が
進
め
ら
れ
た
。

た
い
し
二
心
）

短
気
な
塩
田
学
長
は
烈
火
の
如
く
憤
っ
た
。
磯
部
日
記
（
七
月
二
十
四
口
）
に
、
「
塩
田
大
志
（
大
い
に
怒
る
）
」
と
記
し
て
い
る
。
塩
田
学

長
派
と
磯
部
派
の
闘
争
は
四
ヵ
月
に
亘
り
行
わ
れ
た
。
結
論
と
し
て
塩
田
学
長
が
破
れ
た
。

そ
の
理
由
は
、
磯
部
が
自
分
の
筆
で
書
き
提
出
し
た
。
「
財
団
法
人
日
本
医
学
専
門
学
校
設
立
申
請
害
」
（
明
治
四
十
五
年
二
月
八
日
届
）
に

て
い
る
。

文
部
省
に
提
出
し
た
「
財
団
法
人
設
立
願
の
書
類
に
、
学
校
の
筆
頭
理
事
に
磯
部
は
自
分
の
名
前
を
記
入
し
、
山
根
正
次
の
名
前
を
五
番

目
に
記
入
し
た
事
に
あ
る
。
当
時
、
山
根
校
長
は
前
記
の
如
く
、
全
て
磯
部
に
学
校
の
経
営
を
委
ね
て
、
韓
国
で
北
満
よ
り
ペ
ス
ト
が
侵
入

（
利
）

し
、
防
疫
行
政
に
必
死
で
没
入
し
て
い
た
。
因
み
に
、
磯
部
の
筆
に
よ
る
、
「
財
団
法
人
・
日
本
医
学
專
門
学
校
申
請
書
」
を
転
写
す
る
事
に

あ
っ
た
。
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為
に
、
財
団
法
人
設
立

明
治
四
十
五
年
月

す
る
〆

か
き
が
ら

東
京
市
日
本
橋
区
蛎
殼
町
三
丁
目
十
一
番
地

今
般
完
全
な
る
医
学
校
教
育
を
遂
行
し
、
善
良
な
る
医
師
を
養
成
し
、
凡
く
施
薬
救
療
を
行
ふ
の
目
的
を
以
て
、
其
財
産
を
保
有
す
る
が

に
、
財
団
法
人
設
立
仕
度
候
条
、
御
許
可
相
成
度
別
紙
書
類
差
添
え
へ
此
段
申
請
仕
候
也
。

「
財
団
法
人
設
立
願

‐
刈
月
川
１
１
「
月
川
ｌ
、
、
’
ィ
’
一
・
一
１
虎
〃
ｖ
、

東
京
市
本
郷
区
駒
込
千
駄
木
町
五
十
七
番
地

関
口
六
三
郎
⑳

申
請
人

東
京
区
浅
草
区
千
束
町
三
丁
目
五
十
二
番
地

申
請
人

申
請
人
内
田
慎
太
郎
⑳

東
京
市
牛
込
区
新
小
川
町
二
丁
目
八
番
地

滝
沢
竹
太
郎

東
京
市
浅
草
区
新
福
井
町
二
番
地

畔
一
読
火
埠
里
室
墨
画

東
京
市
本
郷
区
根
津
須
賀
町
七
番
地

滝
沢
竹
太
郎
⑳

申
請
人
磯
部
検
蔵
⑳

東
京
市
浅
草
区
北
富
坂
町
十
七
番
地

申
請
人
増
野
豊
⑳

松
村
渭
吾

山
根
正
次
④，
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文
部
大
臣
長
谷
場
純
孝
殿
」

み
つ
ま

右
の
古
文
吉
を
調
査
し
た
大
学
の
法
律
顧
問
・
法
学
博
士
三
潴
信
三
は
「
こ
の
書
類
を
見
る
限
り
、
磯
部
検
三
が
日
本
医
專
の
創
立
者

せ
ん
し
よ
う

と
名
乗
っ
て
も
一
向
に
借
称
で
は
な
い
」
と
結
論
づ
け
た
。

済
生
学
舎
廃
校
前
の
明
治
三
十
四
年
以
来
、
日
本
医
学
校
日
本
医
專
と
外
科
教
師
で
あ
っ
た
塩
田
学
長
に
と
っ
て
は
、
誠
に
腹
立
し
い

お
こ
の
ぎ

事
で
あ
っ
た
。
し
か
し
親
友
の
中
原
徳
太
郎
や
小
此
木
信
太
郎
学
長
が
命
を
賭
し
て
再
興
し
た
日
本
医
科
大
学
を
見
捨
て
る
事
は
出
来
な
か

（
孔
）

勝
利
を
得
た
磯
部
は
自
宅
の
あ
る
淀
橋
区
西
大
久
保
で
早
速
、
『
日
本
医
科
大
学
発
達
史
」
の
編
纂
に
着
手
し
た
。
以
後
学
内
で
は
、
済
生

い
じ
い
ん

学
舎
を
論
じ
る
事
は
禁
句
と
な
り
、
磯
部
は
日
本
医
科
大
学
の
創
立
者
と
称
せ
ら
れ
た
。
ま
た
「
維
持
員
」
と
云
う
最
高
の
称
号
を
受
け
た
。

げ
き
い
ん

磯
部
日
記
（
八
月
十
一
日
）
の
項
に
「
大
学
校
史
傲
印
（
自
分
の
正
し
さ
を
知
ら
せ
る
文
章
）
成
る
」
と
記
し
て
い
る
。
更
に
日
本
医
科
大
学

（
万
）
こ
ん
じ
や
く
も
の
が
た
り
か
き
が
ら

の
新
聞
「
自
治
会
会
報
」
三
三
号
に
「
今
昔
物
語
（
二
）
」
と
称
し
て
、
「
川
上
元
治
郎
が
何
度
も
、
磯
部
の
自
宅
の
蛎
殼
町
に
来
訪
し
て
、

学
生
救
済
の
為
に
医
学
校
を
設
立
す
る
よ
う
促
が
し
た
」
と
偽
り
の
文
章
を
発
表
し
た
。

（
耐
）

右
の
文
章
を
基
に
し
て
、
昭
和
十
五
年
、
「
日
本
医
科
大
学
十
五
集
年
記
念
誌
」
が
編
集
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
磯
部
自
身
の
筆
で
書
か
れ
た
誤
ま
れ
る
校
史
は
、
あ
た
か
も
真
実
か
の
如
く
継
承
さ
れ
、
部
下
で
磯
部
に
恩
顧
を
受
け
た

（
㈱
）
（
両
）
（
門
）
（
帥
）
（
別
）
）

「
長
沢
米
蔵
」
名
誉
教
授
の
筆
で
、
磯
部
の
学
柤
説
は
着
実
に
日
本
医
科
大
学
の
学
内
に
定
着
し
て
行
っ
た
。

長
沢
米
蔵
は
長
寿
の
人
で
、
九
十
歳
で
昭
和
五
十
一
年
九
月
二
十
三
日
に
世
を
去
る
ま
で
、
日
本
医
科
大
学
で
は
、
長
谷
川
泰
や
済
生
学

磯
部
日
記
に

並
ん
で
い
る
。

舎
を
論
じ
る
事
は
禁
句
と
な
っ
て
い
た
。

長
沢
は
長
年
大
学
で
、
病
理
学
を
講
じ
、
ま
た
学
内
で
は
理
事
及
び
同
窓
会
最
高
幹
部
と
し
て
功
績
の
あ
っ
た
人
で
あ
る
。
し
か
し
校
史

一可
一 一

た
0

め
ん
き
つ

き
よ
く
れ
ん

し
ゆ
ふ
く

「
七
月
二
十
六
日
、
塩
田
面
詰
（
面
と
向
っ
て
せ
め
る
）
極
練
（
い
さ
め
る
）
塩
田
首
福
（
罪
を
認
め
る
と
と
激
し
い
言
葉
が
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口
医
学
研
究
会
は
、
同
窓
医
学
講
習
会
に
反
旗
を
翻
し
た
園
田
重
徳
約
百
余
名
が
、
東
京
医
師
倶
楽
部
内
の
医
学
講
習
会
に
走
り
、
興
し
た

も
の
で
あ
る
。
（
桂
秀
馬
主
催
・
川
上
元
治
郎
後
援
）

日
日
本
医
学
校
の
創
立
者
は
、
衆
議
院
議
員
で
法
医
学
者
の
山
根
正
次
が
、
友
人
の
川
上
元
治
郎
と
学
生
に
懇
請
さ
れ
て
設
立
さ
れ
た
も
の

Ｈ
本
論
文
で
済
生
学
舎
廃
校
後
の
各
種
講
習
会
、
特
に
同
窓
医
学
講
習
会
よ
り
、
医
学
研
究
会
の
興
り
、
更
に
私
立
東
京
医
学
校
・
日
本
医

以
上
、
日
本
匡

述
を
指
摘
し
た
。

『
わ
が
磯
部
先
生
は
、
川
上
元
治
郎
氏
と
手
を
携
え
て
「
医
師
ク
ラ
ブ
」
を
組
織
し
、
更
に
進
ん
で
「
日
本
医
学
校
」
の
設
立
を
計
画
し
、

明
治
三
十
七
年
神
田
昌
平
橋
畔
に
弧
々
の
声
を
あ
げ
た
の
が
、
即
ち
本
学
の
濫
膓
で
あ
る
。
当
時
校
長
は
山
根
先
生
で
あ
り
、
先
生
は
幹
事

と
し
て
専
ら
学
校
の
管
理
経
営
に
当
ら
れ
た
。
」

以
上
、
日
本
医
科
大
学
の
校
史
に
於
て
、
種
々
不
明
で
あ
っ
た
済
生
学
舎
廃
校
後
の
歴
史
を
詳
述
し
た
。
ま
た
従
来
の
校
史
の
誤
れ
る
記

お
お
や
け

に
関
し
て
は
、
磯
部
検
三
か
ら
受
け
た
個
人
的
な
恩
義
と
、
公
の
校
史
の
記
述
を
混
同
し
た
人
物
と
云
え
る
。

御
子
息
の
長
沢
豊
先
生
の
手
記
で
は
、
「
父
は
磯
部
先
生
の
知
遇
を
得
て
、
先
生
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
、
経
済
的
心
配
も
な
く
、
東
大
の
病

理
学
教
室
で
山
極
勝
三
郎
先
生
の
薫
陶
を
明
治
四
十
一
年
か
ら
大
正
三
年
ま
で
受
け
た
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

（
帥
）

因
み
に
、
磯
部
検
三
の
死
を
悼
む
、
昭
和
二
十
四
年
の
長
沢
米
蔵
の
追
悼
文
（
冒
本
医
科
大
学
雑
誌
」
十
六
巻
十
二
号
）
の
一
部
を
転
載
す

磯
部
検
三
（
蔵
）
は
決
し
て
日
本
医
学
校
の
創
立
者
で
な
い
事
を
証
明
し
た
。
更
に
、
日
本
医
科
大
学
の
源
流
は
、
長
谷
川
泰
の
済
生
学
舎

に
あ
る
事
を
明
確
に
し
た
。

因
み
に
、
磯
部
検
三
（

る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

『
わ
が
磯
部
先
生
は
、

学
校
の
創
立
の
経
緯
を
述
べ
た
。

結

塞
祁
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四
私
立
東
京
医
学
校
と
日
本
医
学
校
は
協
議
の
上
で
合
併
し
た
も
の
で
、
従
来
日
本
医
科
大
学
の
校
史
に
記
述
さ
れ
た
、
「
日
本
医
学
校
は

私
立
束
京
医
学
校
を
買
収
し
た
」
と
の
記
載
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

因
現
代
の
正
し
い
日
本
医
科
大
学
の
校
史
は
長
谷
川
泰
に
よ
り
、
明
治
九
年
創
立
さ
れ
た
「
済
生
学
舎
」
に
源
流
を
置
く
も
の
で
あ
る
。
従

来
の
校
史
に
記
述
さ
れ
た
「
磯
部
検
三
（
蔵
）
が
日
本
医
学
校
を
創
立
し
た
」
と
の
史
実
は
全
く
な
く
、
誤
記
で
あ
る
。

日
本
医
科
大
学
の
校
史
は
、
右
の
点
に
つ
き
、
書
き
改
め
ら
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
結
論
と
す
る
。

（
敬
称
は
歴
史
上
の
人
物
の
た
め
省
略
す
。
）

今
回
の
論
文
を
書
く
に
当
り
左
記
の
方
々
に
御
指
導
を
い
た
だ
い
た
事
を
報
告
し
、
謝
意
を
表
す
。

田
中
助
一
先
生
、
蒲
原
宏
先
生
・
酒
井
シ
ヅ
先
生

菊
地
吾
郎
先
生
斎
藤
達
雄
先
生
・
木
下
博
先
生
・
加
藤
冨
三
先
生
・
奥
富
敬
之
先
生
・
三
好
正
之
先
生
・
山
根
寿
代
様
・
赤
川
信
子
様
・
山
本

お
お
さ
か

千
代
様
・
重
枝
習
三
様
・
入
江
元
信
様
・
大
幸
重
子
様
・
川
上
健
児
様
・
川
上
守
三
様
・
名
和
田
豊
先
生
・
中
根
ト
ミ
様
・
久
米
正
臣
様
・
後
藤
安

臣
様
・
佐
藤
安
子
様
、
・
塩
田
義
重
様
そ
の
他
多
く
の
方
々
。

更
に
、
東
京
都
公
文
書
館
・
日
本
医
科
大
学
図
書
館
・
東
京
大
学
図
耆
館
・
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
図
耆
館
・
岡
山
大
学
医
学
部
図
言
館
・
北
海

道
大
学
医
学
部
図
書
館
の
職
員
の
方
々
に
深
謝
す
。

謝
辞

で
あ
る
。

。
○

磯
部
検
三
は
山
根
正
次
の
元
書
生
で
、
秘
書
役
の
幹
事
で
あ
っ
た
事
を
証
明
し
た
。
ま
た
磯
部
検
三
に
は
詐
称
が
多
い
事
を
明
ら
か
に
し

ナァ
ノ.堅

｢
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献長
谷
川
泰
「
私
学
開
業
願
」
東
京
府
知
事
楠
本
正
隆
宛
、
明
治
八
年
十
二
月
二
十
四
日
（
東
京
都
公
文
書
館
蔵
川
ｌ
剛
１
９
）

森
鴎
外
「
日
本
医
育
論
」
『
医
事
新
論
」
四
号
、
明
治
二
十
三
年
三
月

入
沢
内
科
同
窓
会
「
入
沢
先
生
の
演
説
と
文
章
」
二
八
四
’
二
九
六
頁
、
克
誠
堂
書
店
、
東
京
、
昭
和
七
年

「
医
師
会
法
案
」
（
第
十
三
回
・
貴
族
院
議
事
速
記
録
）
第
一
九
号
、
二
四
○
～
二
五
三
頁
、
明
治
三
十
二
年
一
月
五
日

谷
岡
忠
二
「
日
本
薬
剤
師
会
史
」
九
○
’
九
三
頁
、
日
本
薬
剤
師
会
、
東
京
、
昭
和
四
十
八
年

「
専
門
学
校
令
」
『
東
京
医
事
新
誌
」
一
三
○
二
号
、
四
二
～
四
三
頁
、
明
治
三
十
六
年
四
月
十
日

お
さ
か

「
石
黒
忠
恵
日
記
」
明
治
三
十
六
年
八
月
二
十
五
日
～
九
月
五
日
迄
（
不
円
文
庫
、
大
幸
重
子
様
蔵
）

「
済
生
学
舎
廃
校
の
広
告
」
「
東
京
日
日
新
聞
」
明
治
三
十
六
年
八
月
三
十
日

「
長
谷
川
泰
の
医
学
校
国
立
論
」
「
順
天
堂
医
事
研
究
会
雑
誌
』
三
六
九
号
、
九
十
～
九
十
一
頁
、
明
治
三
十
六
年
十
月

「
長
谷
川
泰
氏
の
来
越
と
同
氏
の
医
学
校
問
題
に
関
す
る
意
見
」
『
北
越
医
会
会
報
』
一
三
七
号
、
五
五
一
～
五
五
六
頁
、
明
治
三
十
六
年
十

一
月「

済
生
学
舎
生
徒
の
奔
走
」
「
医
海
時
報
』
四
八
二
号
．
六
七
五
頁
、
明
治
三
十
六
年
九
月
五
日

「
済
生
学
舎
廃
校
彙
報
」
『
順
天
堂
医
事
研
究
会
雑
誌
」
三
六
九
号
三
八
五
～
三
八
九
頁
、
明
治
三
十
六
年
九
月

「
済
生
学
舎
の
廃
校
」
「
医
事
新
聞
」
六
四
五
号
、
一
三
七
○
’
一
三
七
二
頁
、
明
治
三
十
六
年
九
月
十
日

「
本
郷
区
住
民
の
寄
付
金
」
「
医
海
時
報
」
四
八
八
号
、
七
六
九
頁
、
明
治
三
十
六
年
十
月
十
七
日

「
本
郷
区
住
民
の
運
動
」
「
中
外
医
事
新
報
」
五
六
四
号
、
一
二
九
○
頁
、
明
治
三
十
六
年
九
月
二
十
日

「
医
学
同
窓
会
の
近
況
」
『
医
海
時
報
」
五
○
一
号
、
七
三
頁
、
明
治
三
十
七
年
一
月
十
六
日

「
東
京
医
学
専
門
学
校
」
『
医
海
時
報
」
四
八
八
号
、
七
六
八
頁
、
明
治
三
十
六
年
十
月
十
七
日

「
東
京
医
学
専
門
学
校
設
立
趣
意
書
」
『
医
海
時
報
』
四
八
九
号
、
七
九
○
頁
、
明
治
三
十
六
年
十
月
二
十
四
日

「
私
立
東
京
医
学
校
設
立
之
由
来
」
『
東
洋
医
事
新
報
』
第
一
号
、
六
一
～
六
四
頁
、
明
治
四
十
年
一
月

「
私
立
東
京
医
学
校
設
立
の
由
来
附
現
況
（
承
前
）
」
『
東
洋
医
事
新
報
』
二
号
、
一
四
一
～
一
四
四
頁
、
明
治
四
十
二
年
二
月
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（
調
）

（
”
）

（
羽
）

（
羽
）

（
別
）

（
瓠
）

（
犯
）

（
粥
）

へ
ｊ
凡
哉
一

一
へ
く
Ｊ
｝

（
弱
）

（
調
）

（
訂
）

（
粥
）

（
調
）
「
与
衆
議
院
議
員
山
根
正
次
君
（
五
）
」
「
医
海
時
報
」
七
九
○
号
、
明
治
四
十
二
年
八
月
七
日

（
伽
）
「
日
本
医
科
大
学
十
五
年
記
念
誌
」
六
頁
・
日
本
医
科
大
学
、
東
京
、
昭
和
十
五
年

「
東
京
医
学
専
門
学
校
設
立
計
画
」
『
順
天
堂
医
事
研
究
会
雑
誌
」
三
七
○
号
、
九
一
～
九
三
頁
、
明
治
三
十
六
年
十
二
月

「
専
門
学
校
令
に
対
す
る
除
外
」
『
医
海
時
報
』
五
○
六
号
、
一
五
○
頁
、
明
治
三
十
七
年
二
月
二
十
日

多
田
澄
「
日
本
女
医
五
十
年
史
」
『
医
事
公
論
」
一
六
一
四
号
、
医
事
公
論
社
、
昭
和
十
八
年
七
月

「
丸
茂
文
良
の
医
学
温
習
会
記
録
」
（
丸
茂
文
彦
先
生
蔵
）

唐
沢
信
安
「
我
が
国
医
学
会
初
の
Ｘ
線
実
験
・
臨
床
講
義
者
丸
茂
文
良
」
『
日
本
医
事
新
報
」
三
六
六
○
号
、
六
三
～
六
五
頁
、
平
成
六
年
六

唐
沢
信
安

月
十
八
日

Ｉ
Ｃ
五
’
一
○
）

「
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
八
十
五
年
史
」
一
○
○
～
一
○
一
頁
、
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
、
東
京
、
昭
和
四
十
年

「
文
部
省
の
勧
誘
と
私
立
東
京
慈
恵
医
院
医
学
専
門
学
校
の
別
科
」
「
医
海
時
報
」
四
八
六
号
、
七
三
七
頁
、
明
治
三
十
六
年
十
月
三
日

「
日
本
医
学
校
」
『
日
本
医
事
週
報
」
四
四
七
号
二
頁
、
明
治
三
十
七
年
四
月
十
六
日

「
医
学
同
窓
会
の
近
況
」
『
医
海
時
報
」
五
○
一
号
七
三
頁
、
明
治
三
十
七
年
一
月
十
六
日

「
医
学
講
習
会
開
講
式
」
「
日
本
医
事
週
報
」
三
六
三
号
、
三
頁
、
明
治
三
十
五
年
一
月
二
十
五
日

た
だ
の
り

お
お
さ
か

「
石
黒
忠
恵
日
記
」
明
治
三
十
六
年
九
月
五
日
（
不
円
文
庫
・
大
幸
重
子
様
管
理
）

「
済
生
学
舎
廃
校
余
聞
」
「
日
本
医
事
週
報
」
四
四
七
号
、
二
頁
、
明
治
三
十
六
年
九
月
十
二
日

「
医
学
研
究
会
の
新
年
会
」
『
日
本
医
事
週
報
」
四
六
四
号
、
二
頁
、
明
治
三
十
七
年
一
月
十
六
日

し
よ
う
ろ
く

「
春
寒
料
哨
録
」
『
日
本
医
事
週
報
』
四
四
六
号
、
明
治
三
十
七
年
一
月
三
十
日

「
医
学
研
究
会
の
修
業
証
書
授
与
式
」
『
日
本
医
事
週
報
」
四
七
五
号
、
二
頁
、
明
治
三
十
七
年
四
月
二
日

「
私
立
日
本
医
学
校
開
校
式
」
『
医
海
時
報
」
五
十
四
号
、
二
九
八
頁
、
明
治
三
十
七
年
四
月
十
三
日

「
日
本
医
学
校
」
「
日
本
医
事
新
報
』
四
四
七
号
、
二
頁
、
明
治
三
十
七
年
四
月
十
六
日

「
私
立
日
本
医
学
校
設
立
認
可
申
請
言
」
山
根
正
次
、
東
京
府
知
事
千
家
尊
福
宛
、
明
治
三
十
七
年
四
月
九
日
（
東
京
都
公
文
書
館
、
六
二
六
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｜
ｆ
室
－
１

（
鞭
）
「
東
京
医
学
校
出
身
者
の
及
第
」
『
東
洋
医
事
新
報
』
二
十
六
号
、
五
九
’
六
一
頁
、
私
立
東
京
医
学
校
編
集
部
、
明
治
四
十
二
年
七
月

（
媚
）
「
私
立
医
学
専
門
学
校
指
定
規
則
」
湯
浅
洗
身
『
日
本
医
事
大
鑑
』
一
七
四
頁
、
ｎ
本
医
事
大
鑑
刊
行
会
、
東
京
、
昭
和
二
年

（
蛆
）
「
医
師
法
案
事
件
の
顛
末
」
入
沢
内
科
同
窓
会
「
入
沢
先
生
の
演
説
と
文
章
」
五
○
一
～
五
七
四
頁
克
誠
堂
書
店
、
東
京
、
昭
和
七
年

（
帥
）
「
試
験
委
員
と
文
部
省
」
「
医
海
時
報
」
八
一
二
号
、
三
頁
、
明
治
四
十
三
年
三
月
十
二
日

（
別
）
「
試
験
委
員
通
牒
問
題
」
「
医
海
時
報
』
九
二
十
号
、
二
頁
、
明
治
四
十
三
年
三
月
五
日

（
躯
）
「
試
験
委
員
長
通
牒
の
影
響
」
「
日
本
医
事
週
報
』
七
八
○
号
、
明
治
四
十
三
年
二
月
二
十
六
日

（
粥
）
「
東
京
日
本
両
医
学
校
の
合
併
」
「
医
海
時
報
」
八
二
六
号
、
一
九
頁
、
明
治
四
十
三
年
四
月
十
六
日

（
別
）
磯
部
検
三
「
私
立
日
本
医
学
校
移
転
式
に
於
て
」
『
日
本
医
学
」
七
三
号
、
三
頁
、
日
本
医
学
社
、
明
治
四
十
三
年
十
月

（
閃
）
「
東
京
医
学
校
の
合
併
」
『
日
本
医
学
」
六
七
号
、
三
二
頁
、
日
本
医
学
社
、
明
治
四
十
三
年
四
月

（
髄
）
『
日
本
医
科
大
学
十
五
年
記
念
誌
」
二
二
頁
、
日
本
医
科
大
学
、
昭
和
十
五
年

（
師
）
「
山
根
氏
」
「
日
本
医
事
週
報
」
七
八
五
号
、
一
○
頁
、
明
治
四
十
三
年
四
月
二
日

（
銘
）
田
中
助
一
『
萩
の
生
ん
だ
近
代
日
本
の
医
政
家
・
山
根
正
次
」
二
○
～
一
三
頁
、
西
島
愛
三
出
版
、
山
口
、
昭
和
四
十
二
年

（
弱
）
私
立
日
本
医
学
校
幹
事
・
校
長
代
理
・
磯
部
検
三
「
私
立
日
本
医
学
校
移
転
式
に
於
て
」
『
日
本
医
学
」
七
三
号
、
三
頁
、
日
本
医
学
社
、
明

治
四
十
三
年
十
月

（
妬
）
「
私
立
東
京
医
学
校
設
立
の
由
来
附
現
況
（
承
前
こ
『
東
洋
医
事
新
報
』
二
号
、
一
四
一
’
一
四
四
頁
、
私
立
東
京
医
学
校
編
集
部
、
明
治
四

一
億
」
‐
今
一
可
４
Ｊ
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十
年
一

六
二
六
ｌ
Ｃ
５
１
十
二
）

『
日
本
医
科
大
学
七
十
周
年
記
念
誌
」
八
～
九
頁
、
日
本
医
科
大
学
、
東
京
、
昭
和
四
十
八
年

田
中
助
一
『
萩
の
生
ん
だ
近
代
日
本
の
医
政
家
・
山
根
正
次
」
十
二
頁
、
西
島
愛
三
出
版
、
山
口
県
、
昭
和
四
十
二
年

「
磯
部
検
蔵
」
「
日
本
医
科
大
学
十
五
年
記
念
誌
』
二
二
○
’
二
二
一
頁
、
日
本
医
科
大
学
、
東
京
、
昭
和
十
五
年

「
磯
部
検
蔵
Ⅲ
記
』
（
昭
和
九
年
）
磯
部
医
師
免
許
控
（
川
本
医
科
大
学
図
書
館
蔵
）

「
私
立
東
京
医
学
校
設
立
認
可
申
請
書
」
石
川
清
忠
、
東
京
府
知
事
千
家
尊
福
宛
、
明
治
三
十
七
年
三
月
二
十
七
日
（
東
京
都
公
文
書
館
蔵
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（
団
）
唐
沢
信
安
「
塩
田
広
重
学
長
を
偲
ん
で
（
校
史
は
何
故
書
き
変
え
ら
れ
た
か
ご
『
口
本
医
科
大
学
同
窓
会
報
」
二
四
六
号
、
日
本
医
科
大
学
、
平

（
帥
）
唐
沢
信
安
「
磯
部
検
蔵
諭
・
日
本
医
学
校
創
立
の
謎
」
『
日
本
医
科
大
学
同
窓
会
報
」
二
三
六
号
、
六
頁
、
日
本
医
科
大
学
、
平
成
二
年
一
月

（
舵
）
「
日
本
医
科
大
学
十
五
年
記
念
誌
」
六
頁
、
日
本
医
科
大
学
、
東
京
、
昭
和
十
五
年

（
銘
）
『
日
本
医
科
大
学
七
十
周
年
記
念
誌
」
九
頁
、
日
本
医
科
大
学
、
東
京
、
昭
和
四
十
八
年

（
“
）
『
日
本
医
科
大
学
八
十
周
年
記
念
誌
」
三
十
三
～
三
十
四
頁
、
日
本
医
科
大
学
、
束
京
、
昭
和
五
十
八
年

（
開
）
「
こ
こ
ろ
の
母
校
・
済
生
学
舎
小
史
」
七
十
四
頁
、
日
本
医
科
大
学
同
窓
会
、
東
京
、
昭
和
六
十
一
年

（
師
）
川
上
元
治
郎
主
管
『
日
本
医
事
週
報
』
「
山
根
正
次
と
川
上
元
治
郎
と
の
関
係
記
事
」
三
九
八
号
、
三
九
四
号
、
三
九
五
号
、
四
六
三
号
、
四

七
四
号
、
四
七
七
号
、
四
七
八
号
、
四
八
○
号
、
四
八
二
号
（
明
治
三
十
五
年
九
月
～
三
十
七
年
五
月
ま
で
）

（
師
）
三
好
正
之
先
生
筆
記
「
磯
部
検
三
調
査
報
告
書
」
日
本
医
科
大
学
同
窓
会
宛
（
平
成
元
年
八
月
十
五
日
）

（
錦
）
山
根
正
次
「
私
歴
」
（
自
筆
履
歴
書
）
山
根
寿
代
様
蔵

（
的
）
田
中
助
一
先
生
（
山
口
鼎
萩
市
・
医
史
学
研
究
家
。
著
書
に
「
萩
の
生
ん
だ
近
代
医
政
家
・
山
根
正
次
』
が
あ
る
）

は
が
き
（
赤
川
）

（
加
）
磯
部
検
三
葉
書
、
山
根
信
子
様
宛
、
明
治
四
十
一
年
十
一
月
十
三
口
（
山
根
寿
代
様
蔵
）

（
和
）
「
日
本
医
科
大
学
教
授
会
誕
生
顛
末
記
」
『
日
本
医
事
週
報
」
七
十
九
号
、
二
八
頁
、
日
本
医
事
週
報
社
、
昭
和
十
一
年
六
月
二
十
八
日

（
犯
）
磯
部
検
三
「
衆
議
院
選
挙
落
選
報
告
書
」
（
山
口
県
議
会
事
務
局
よ
り
平
成
元
年
、
筆
者
宛
）

（
耐
）
「
磯
部
検
三
口
記
」
「
日
本
医
学
校
創
立
当
時
の
状
況
」
昭
和
九
年
六
月
二
日
（
日
本
医
科
大
学
図
書
館
蔵
）

（
別
）
磯
部
検
三
「
財
団
法
人
・
日
本
医
学
專
門
学
校
申
請
害
」
明
治
四
十
五
年
二
月
八
日
（
東
京
都
公
文
書
館
蔵
、
文
書
類
纂
、
剛
ｌ
蹄
１
５
）

（
だ
）
「
磯
部
日
記
」
（
昭
和
九
年
五
月
よ
り
九
月
ま
で
）
（
日
本
医
科
大
学
図
書
館
蔵
）

（
布
）
「
日
本
医
科
大
学
発
達
史
編
蟇
」
「
医
海
時
報
」
二
○
八
五
号
、
昭
和
九
年
八
月
十
一
日

こ
ん
じ
や
く

（
両
）
磯
部
検
三
「
今
昔
物
語
」
『
日
本
医
科
大
学
自
治
会
会
報
」
三
十
三
号
、
昭
和
十
四
年
十
一
月
二
十
四
日

（
沼
）
『
日
本
医
科
大
学
十
五
周
年
記
念
誌
」
一
～
三
頁
、
六
頁
、
日
本
医
科
大
学
、
東
京
、
昭
和
十
五
年

成
三
年
六
月
二
十
五
日

日

(71）
房寸

／1



へ へ へ

818079
ー…ー

長
沢
豊
「
父
を
思
う
」
『
日
本
医
科
大
学
同
窓
会
報
」
一
五
六
号
、
日
本
医
科
大
学
、
昭
和
五
十
一
年
十
月
二
十
八
日

長
沢
米
蔵
「
磯
部
検
三
追
悼
文
」
『
日
本
医
科
大
学
雑
誌
』
十
六
巻
十
二
号
、
日
本
医
科
大
学
、
昭
和
二
十
四
年
十
二
月

「
長
沢
米
蔵
「
随
筆
集
・
く
る
も
ん
』
（
日
本
医
科
大
学
六
十
年
の
歩
み
）
七
八
～
九
十
頁
、
長
沢
米
蔵
自
費
出
版
、
東
京
、
昭
和
四
十
一
年

（
東
京
都
世
田
谷
区
）
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VariouslnstitutesandthePrivateTokyoMedicalSchoolandNihon

MedicalSchool,FollowingtheCIosingofSaiseigakusha

byNobuyasuKARASAWA

TheprivateSaiseigakushamedicalschoolwassuddenlyorderedclosedonAugust30,1903,under

pressurefromtheMinistryofEducationandtheTokyoUniversityAkamonfaction(Meijilkai).Themore

than700remainingmedicalstudentsatSaiseigakushawereastonishedanddespondenttoseetheroadto

learningclosedtothem.However,ShigenoriSonoda,leaderofthemedicalstudents,andfourotherssent

outamanifestotothemorethan700formerSaiseigakushastudents,callingthemtoassembleatthe

HongoCentralHall.TheretheyformedtheDosolgakuKoshukai(<(Classmates'Medicallnstitute"),and

resolvedtocontinuetheirstudies.FormerSaiseigakushalecturerKiyotadalshikawaandthreeothers

helpedwiththisinstitute(《《TokyoMedicalSchool''),andmovedto59Sendagi-machi,Hongo・InAprilof

1910,theTokyolgakkoumergedwiththeprivateNipponlgakkou("JapanMedicalSchool"),tobecomethe

presentNipponlkaDaigaku(<,NipponMedicalCollege'').
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